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Resumo
 

Ĉi tiu artikolo defendas Esperanton kiel la plej taugan internacian lingvon.

La angla fakte farigas la plej vaste uzata internacia lingvo en la nuntempa
 

mondo. Politikaj teoriistoj komencis esplori la temon de internacia lingvo.

Will Kymlika,en Politics in the Vernacular (2001),emfazas la gravecon de
 

la politiko en la indigena (vernarcular)lingvo. Ni ne pensas, ke la tezo
 

estas sufica. Ĉar oni bezonas internacian lingvon,kiu estas neutrala kaj
 

simpla, kune kun nacia lingvo por funkciigi deliberativan demokration.

Aliflanke,Phillipe Van Parijs,en Linguistic Justice for Europe and for the
 

World (2011),defendas la anglan kiel la internacian komunan lingvon. Lau

Van Parijs,oni bezonas la anglan por realigi internacian justecon. Kaj oni
 

povas mildigi la maljustecon kauze de la uzado de la angla kiel internacia
 

lingvo. Ni ne konsentas la argumentojn de Van Parijs. Van Parijs nur
 

pravigas la lingvan maljustecon. Launia opinio,nur Esperanto taugas por
 

internacia lingvo. Tamen,cu Esperanto povas disvastigi en la epoko de la
 

angla? El la dialektika vidpunkto, la respondo estas jes. Paradokse,

Esperanto disvastigos pro la disvastigo de la angla. Ĉar kaj nedenaskuloj
 

kaj denaskuloj de la angla farigos malkontentaj pri la disvastigo de la

(internacia)angla. Plue,scio de la angla faciligos lernadon de Esperanto.

Samtempe,Esperantistoj devas atente adopti angleskajn vortoradikojn en
 

la epoko de la angla.

― ―2



第
一
節

序
論

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
背
景
に
、
国
際
語
は
、
現
代
政
治
理
論
に
お
け
る
最
も
重
要
な
論
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
国
際

語
と
は
、
母
語
を
異
に
す
る
人
々
同
士
が
意
思
疎
通
の
た
め
に
使
用
す
る
言
語
を
意
味
し
て
い
る１

）
。

現
実
政
治
に
お
い
て
も
政
治
理
論
に
お
い
て
も
多
言
語
主
義
の
理
念
が
存
在
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
英
語
が
事
実
上
の
国
際
語
に
な

り
つ
つ
あ
る
（C

ry
sta
l 2003

）。
た
と
え
ば
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で
は
、
加
盟
国
の
二
四
の
言
語
を
公
用
語
と
規
定
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

膨
大
な
支
出
を
引
き
受
け
つ
つ
、
二
四
言
語
の
同
時
通
訳
を
付
け
る
と
と
も
に
、
二
四
言
語
に
よ
る
公
文
書
を
作
成
し
て
い
る
。
し
か
し
作

業
語
と
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
等
も
使
用
さ
れ
て
は
い
る
が
、
英
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
（A

m
m
o
n 2012:579

585

）。
Ｅ
Ｕ
は
ま

た
、
Ｅ
Ｕ
市
民
が
「
母
語
プ
ラ
ス
二
言
語
」
を
習
得
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
が
、
圧
倒
的
地
位
を
占
め
て
い
る
の
は
英
語
で
あ
る

（
金
箱

2014:
16

26,28
29

）。
二
〇
一
二
年
の
調
査
で
は
、
英
語
は
「
子
ど
も
た
ち
が
学
べ
ば
役
に
立
つ
と
思
う
外
国
語
」
で
あ
る
と
回

答
し
た
者
は
七
九
％
に
上
り
、
ド
イ
ツ
語
（
二
〇
％
）、
フ
ラ
ン
ス
語
（
二
〇
％
）、
ス
ペ
イ
ン
語
（
一
六
％
）
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る

（
金
箱

2014:
21

）。

日
本
で
も
、
政
府
や
財
界
が
旗
振
り
役
と
な
り
、
英
語
化
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。
小
学
校
で
は
、
英
語
が
教
科
と
し
て
導
入
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。
大
学
に
お
い
て
も
、
英
語
に
よ
る
授
業
が
増
加
し
つ
つ
あ
る
。
行
政
機
関
や
企
業
も
、
職
員
や
社
員
に
英
語
力
を
求
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。『
英
語
の
害
毒
』（
二
〇
一
五
年
六
月
）
や
『
英
語
化
は
愚
民
化
』（
二
〇
一
五
年
七
月
）
と
い
っ
た
、
英
語
化
に
警
鐘
を

鳴
ら
す
新
書
が
相
次
い
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
英
語
化
が
強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
強
い
危
機
意
識
の
現
れ
で
あ
る

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
（
永
井

2015;

施

2015

）。

近
代
化
の
過
程
で
は
「
普
遍
語
」（
ラ
テ
ン
語
）
か
ら
「
土
着
語
」
へ
の
転
換
が
生
じ
た
が
（
施

2015:
46

66

）、
現
在
、「
土
着
語
」
か

ら
「
普
遍
語
」（
英
語
）
へ
の
転
換
が
生
じ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
に
お
い

て
は
、
英
語
習
得
の
優
先
順
位
は
高
く
は
な
か
っ
た
。
英
語
は
大
使
が
知
っ
て
お
く
べ
き
七
言
語
｜
｜
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
イ
タ
リ

ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
ス
パ
ニ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ト
ル
コ
語
｜
｜
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
（B

u
rk
e 2004:

115 ＝
2009:

160

）。
し
か
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し
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
背
景
に
、
英
語
が
国
際
語
（
リ
ン
ガ
・
フ
ラ
ン
カ
）
と
し
て
の

地
位
を
占
め
つ
つ
あ
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
リ
プ
ソ
ン
が
言
う
よ
う
に
、「
リ
ン
ガ
・
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」（lin

g
u
a fra

n
k
en
stein

ia

）

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
さ
え
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
（P

h
illip

so
n 2009:

ch
.7

２
）

）。

こ
う
し
た
な
か
、
政
治
理
論
家
も
国
際
語
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（『
政
治
概
念
の
歴
史
的
展
開
』
シ
リ
ー
ズ
に
「
国
際
語
」
と

い
う
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る﹇
寺
島

2015

﹈）。
政
治
理
論
家
は
概
し
て
、
討
議
民
主
主
義
に
お
け
る

「
土
着
語
」（th

e v
ern

a
cu
la
r

）
の
重
要
性
を
論
じ
て
き
た
。
ウ
ィ
ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
留
保
を
付
け
て
は
い
る
も
の

の
、「
民
主
政
治
は
土
着
語
に
よ
る
政
治
で
あ
る
」（d

em
o
cra

tic p
o
litics is p

o
litics in th

e v
ern

a
cu
la
r

）
と
端
的
に
定
式
化
し
て
い

る
（K

y
m
lik
a 2001:213 ＝

2012:29
9

３
）

）。
日
本
で
も
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
白
川
俊
介
が
、
後
述
す
る
ア
ル
キ
ブ
ー
ジ
を
批

判
し
つ
つ
、
キ
ム
リ
ッ
カ
の
「
土
着
語
に
よ
る
政
治
」
テ
ー
ゼ
を
擁
護
し
て
い
る
（
白
川

2012:
71

77

）。
日
本
を
代
表
す
る
リ
ベ
ラ
ル
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
白
川
の
指
導
教
員
で
も
あ
っ
た
施
光
恒
は
、
英
語
化
は
「
愚
民
化
」
を
も
た
ら
す
と
し
、
英
語
化
政
策
に
異
を

唱
え
て
い
る
（
施

2015

）。
施
に
よ
れ
ば
、
公
正
な
世
界
秩
序
と
は
「
積
極
的
に
学
び
合
う
、
棲
み
分
け
型
の
多
文
化
共
生
世
界
」
で
あ
り
、

「
母
語
で
豊
か
な
人
生
が
送
れ
る
世
界
を
作
る
」
べ
き
で
あ
る
（
施

2015:
224

237

）。「
日
本
が
本
当
に
目
指
す
べ
き
は
、
日
本
人
の
英
語

力
強
化
で
は
な
い
。
目
指
す
べ
き
は
、
非
英
語
圏
の
人
々
が
、
安
心
し
て
日
本
人
と
同
じ
く
ら
い
英
語
が
下
手
で
い
ら
れ
る
世
界
の
実
現
で

あ
る
」（
施

2015:
236

）。
我
々
は
、
討
議
民
主
主
義
に
お
け
る
「
土
着
語
」
の
重
要
性
に
同
意
し
た
い
し
、「
積
極
的
に
学
び
合
う
、
棲
み

分
け
型
の
多
文
化
共
生
世
界
」
の
構
想
に
も
一
定
程
度
同
意
し
た
い４

）
。
し
か
し
、
そ
れ
に
加
え
て
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
越
え
た
討
議
民
主
主
義

を
可
能
に
す
る
国
際
語
の
必
要
性
も
主
張
し
た
い
。

こ
う
し
た
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
対
抗
し
て
、
国
際
語
と
し
て
の
英
語
を
擁
護
す
る
政
治
理
論
家
も
存
在
す
る
。
そ
の
代
表
格

で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス５

）
は
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
世
界
の
た
め
の
言
語
的
正
義
』（
二
〇
一
一
年
）
｜
｜
以
下
『
言
語
的
正
義
』

と
略
記
｜
｜
に
お
い
て
、
キ
ム
リ
ッ
カ
の
「
土
着
語
に
よ
る
政
治
」
テ
ー
ゼ
を
批
判
し
、
国
際
語
と
し
て
の
英
語
を
擁
護
し
て
い
る
（V

a
n

 
P
a
rijs 2011

）。
他
方
、
マ
ッ
テ
オ
・
ボ
ノ
ッ
テ
ィ
は
、
キ
ム
リ
ッ
カ
と
同
じ
「
リ
ベ
ラ
ル
な
文
化
主
義
」
の
立
場
か
ら
「
土
着
語
な
き
政
治
」

（p
o
litics w

ith
o
u
t th

e v
ern

a
cu
la
r

）
を
擁
護
し
て
い
る
。
ボ
ノ
ッ
テ
ィ
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
は
、
受
動
的
言
語
能
力
（
聴
解
力
、
読
解
力
）
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に
よ
っ
て
意
思
疎
通
を
図
る
「
受
容
的
多
言
語
主
義
」（recep

tiv
e m

u
ltilin

g
u
a
lism

）
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
う
ま
く
い
か

な
け
れ
ば
、
英
語
を
国
際
語
に
す
る
の
が
「
次
善
の
策
」
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（B
o
n
o
tti 2013:201

204

）。
我
々
は
、
国
際
語
の
必
要
性

に
つ
い
て
は
同
意
し
た
い
が
、
最
善
で
あ
る
に
せ
よ
次
善
で
あ
る
に
せ
よ
、
英
語
を
安
易
に
擁
護
し
て
い
る
点
に
は
同
意
で
き
な
い
。

他
方
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
擁
護
す
る
政
治
理
論
家
も
い
な
い
わ
け
で
は
な
い６

）
。
言
語
的
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
を
主
張
す
る
ダ
ニ
エ
ー

レ
・
ア
ル
キ
ブ
ー
ジ
は
、
キ
ム
リ
ッ
カ
を
批
判
し
、「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
」
に
よ
る
政
治
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
「
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
語
」
と
は
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
に
す
ぎ
ず
（A

rch
ib
u
g
i 2005:

537

）、「
土
着
語
」
に
よ
る
政
治
と
英
語
に
よ
る
政
治
を
擁
護
し
て
い

る（A
rch

ib
u
g
i 2005:552

553

）。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
文
字
通
り
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
擁
護
す
る
政
治
理
論
家
も
い
る
。
寺
島
俊
穂
は『
エ

ス
ペ
ラ
ン
ト
と
平
和
の
条
件
』（
二
〇
一
一
年
）に
お
い
て
、
言
語
民
主
主
義
と
い
う
観
点
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
正
当
に
評
価
す
べ
き
で

は
な
い
か
、
と
問
題
提
起
し
て
い
る
（
寺
島

2011:
44

51

）。
寺
島
は
『
現
代
政
治
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
』（
二
〇
一
三
年
）
に
お
い
て
も

「
多
言
語
的
環
境
を
言
語
政
策
に
よ
っ
て
維
持
し
て
い
く
と
と
も
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
よ
う
な
、
ど
の
民
族
の
言
語
で
も
な
い
計
画
言
語

を
国
際
公
用
語
の
一
つ
と
し
て
用
い
て
い
く
可
能
性
を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
（
寺
島

2013:
200

）。

我
々
も
「
土
着
語
」
に
よ
る
討
議
民
主
主
義
を
擁
護
す
る
と
と
も
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
よ
る
討
議
民
主
主
義
も
擁
護
し
た
い７

）
。
た
だ

し
、
次
の
二
つ
の
修
正
を
加
え
た
い
。
第
一
に
、
英
語
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
へ
の
弁
証
法
的
発
展
と
い
う
論
拠
を
追
加
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
語
を
擁
護
す
る
論
拠
を
補
強
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
第
二
に
、
英
語
時
代
と
い
う
現
代
的
条
件
を
踏
ま
え
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
英
語
的

な
語
根
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
｜
｜
た
だ
し
混
乱
を
招
か
な
い
た
め
に
も
慎
重
に
｜
｜
と
論
じ
た
い
。

我
々
の
判
断
で
は
、
進
行
し
つ
つ
あ
る「
英
語
支
配
」（
津
田

1990;

津
田

2003;

津
田

2006

）な
い
し「
言
語
帝
国
主
義
」（P

h
illip

so
n

 
1992

＝
2013;

P
h
illip

so
n 2009

）
を
放
置
し
て
お
い
て
は
、
国
内
・
国
際
を
問
わ
ず
、
討
議
民
主
主
義
の
基
礎
は
掘
り
崩
さ
れ
か
ね
な
い
。

「
土
着
語
」
に
よ
る
討
議
民
主
主
義
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
地
球
規
模
の
討
議
民
主
主
義
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
も
、
公
正
な
国
際
言
語

秩
序
の
構
想
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
特
定
の
「
国
家
」
群
の
言
語
で
あ
る
英
語
に
よ
っ
て
実
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

い
か
な
る
「
国
家
」
の
言
語
で
も
な
い
、
そ
れ
ゆ
え
、
す
べ
て
の
地
球
市
民
の
言
語
で
あ
り
う
る
人
工
言
語
な
い
し
計
画
言
語
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
措
い
て
ほ
か
に
は
な
い
。
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た
だ
し
我
々
は
、
英
語
で
は
な
く
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
擁
護
す
る
、
と
い
う
立
場
は
採
ら
な
い
。
英
語
の
実
用
性
に
た
い
し
て
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
語
の
中
立
性
・
平
易
性
を
対
置
し
た
と
し
て
も
、
英
語
支
配
を
打
破
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
我
々
は
、
英
語
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
語
へ
の
弁
証
法
的
発
展
に
注
目
し
た
い
。
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
論
』
第
一
篇
第
一
二
章
の
定
式
化
に
倣
っ

て
言
え
ば
、
英
語
の
量
的
普
及
が
質
的
転
化
を
も
た
ら
し
、

英
語
の
普
及
に
も
か
か
わ
ら
ず

で
は
な
く

英
語
の
普
及
ゆ
え
に

エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
語
が
国
際
語
と
し
て
普
及
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
（
た
だ
し
、
そ
う
し
た
国
際
語
革
命
は
自
ず
か
ら
生
じ
る
の
で
は
な
く
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
言
語
実
践
に
よ
っ
て
生
じ
る
で
あ
ろ
う
）。

こ
う
し
た
テ
ー
ゼ
を
政
治
理
論
の
文
脈
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
た
め
、
現
代
政
治
理
論
を
リ
ー
ド
す
る
二
人
の
理
論
家
の
言
語
政
治
学
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
「
土
着
語
に
よ
る
政
治
」
を
擁
護
す
る
ウ
ィ
ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ
の
『
土
着
語
の
政
治
』
を
批
判
的
に

検
討
し
、
中
立
性
・
平
易
性
の
要
件
を
満
た
し
た
国
際
語
の
必
要
性
を
示
し
た
い
（
第
二
節
）。
次
に
、
国
際
語
と
し
て
の
英
語
を
擁
護
す
る

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
の
『
言
語
的
正
義
』
を
批
判
的
に
検
討
し
、
国
際
語
と
し
て
の
英
語
が
正
義
に
適
っ
て
い
な
い
こ
と
を

示
し
た
い
（
第
三
節
）。
最
後
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
中
立
性
・
平
易
性
と
い
う
論
拠
と
、
英
語
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
へ
の
弁
証
法
的
発

展
と
い
う
論
拠
を
挙
げ
て
、
国
際
語
と
し
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
い
。
た
だ
し
、
英
語
時
代
と
い
う
現
代
的

条
件
を
踏
ま
え
、
英
語
的
な
語
根
を
慎
重
に
採
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
も
提
言
す
る
で
あ
ろ
う
（
第
四
節
）。

第
二
節

キ
ム
リ
ッ
カ
の
「
土
着
語
に
よ
る
政
治
」
論

最
初
に
採
り
あ
げ
た
い
の
は
、
現
代
政
治
理
論
に
お
け
る
指
導
的
理
論
家
で
あ
る
ウ
ィ
ル
・
キ
ム
リ
ッ
カ
の
「
土
着
語
に
よ
る
政
治
」

（p
o
litics in th

e v
ern

a
cu
la
r

）
論
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
キ
ム
リ
ッ
カ
は
多
文
化
主
義
の
理
論
に
多
大
な
貢
献
を
し
、
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
の
言
語
権
を
理
論
化
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
国
際
語
に
よ
る
討
議
民
主
主
義
に
は
懐
疑
的
な
姿
勢
を
崩
し
て
い
な
い
。

キ
ム
リ
ッ
カ
は
『
土
着
語
の
政
治
』（
二
〇
〇
一
年
）
に
収
録
さ
れ
た
共
著
論
文
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
、
国
民
国
家
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」（
一
九
九
九
年
）
に
お
い
て
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
主
張
を
次
の
三
点
に
要
約
し
て
い
る
。
第
一
に
、「
社
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会
正
義
」（so

cia
l ju

stice

）の
た
め
に
は
、
共
通
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
や
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
に
犠
牲
を
払
っ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
互
恵
的
で
あ
る
と
の
強
い
信
頼
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、
人
々
は
、
社
会
正
義
の
た
め
に
自
己

犠
牲
を
甘
受
し
よ
う
と
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、「
討
議
民
主
主
義
」（d
elib

era
tiv
e d

em
o
cra

cy

）
の
た
め
に
は
、
信
頼
関
係
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
参
加
者
同
士
が
相
互
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
共
通
語
（co

m
m
o
n la

n
g
u
a
g
e

）

が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
「
個
人
的
自
由
」（in

d
iv
id
u
a
l freed

o
m

）
の
た
め
に
は
、
個
人
の
選
択
を
意
味
あ
る
も
の
に
す
る
国

民
文
化
が
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
（K

y
m
lick

a 2001:
224

229 ＝
2012:

315
321

）。

キ
ム
リ
ッ
カ
（
と
シ
ュ
ト
レ
ー
レ
）
は
、
こ
う
し
た
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
主
張
に
全
面
的
に
同
意
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

国
民
国
家
の
重
要
性
に
加
え
て
、
国
家
内
に
存
在
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
権
利
保
護
の
重
要
性
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
越
え
た
制

度
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
国
民
国
家
の
重
要
性
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
三
つ
の
レ
ベ
ル
｜
｜
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
、
国
民
国
家
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
越
え
た
制
度
｜
｜
を
公
平
に
取
り
扱
う
政
治
理
論
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る

（K
y
m
lick

a 2001:240 ＝
2012:337

）。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
キ
ム
リ
ッ
カ
は
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
と
峻
別
さ
れ
た
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ス
ト
な
の
で
は
な
い８

）
。
た
し
か
に
、
キ
ム
リ
ッ
カ
は
『
土
着
語
の
政
治
』
第
一
〇
章
に
お
い
て
、「
伝
統
的
な
啓
蒙
的
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ

ズ
ム
」
に
た
い
し
て
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
擁
護
し
て
い
る
と
明
言
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
直
後
に
、
両
者
に
は
共
通
点
も
あ

り
両
者
の
対
立
を
過
大
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
釘
を
刺
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
「
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム

の
再
定
義
」
を
伴
う
と
明
言
し
て
い
る
（K

y
m
lick

a
 
2001:

218
220 ＝

2012:
305

307

）。
同
書
第
一
一
章
に
お
い
て
も
「
よ
り
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
な
政
治
理
論
の
構
想
の
必
要
性
」
を
訴
え
か
け
て
い
る
（K

y
m
lick

a 2001:
234

240 ＝
2012:

328
336

）。

と
は
い
え
、
寺
島
俊
穂
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
キ
ム
リ
ッ
カ
が
『
土
着
語
の
政
治
』
に
お
い
て
「
地
球
社
会
の
な
か
で
民
主
主
義
を

機
能
さ
せ
る
条
件
に
つ
い
て
は
考
察
を
進
め
て
い
な
い
」
こ
と
も
事
実
で
あ
る
（
寺
島

2011:
20

）。
キ
ム
リ
ッ
カ
に
よ
れ
ば
、
ネ
イ
シ
ョ
ン

を
越
え
た
政
治
制
度
は
「
民
主
主
義
の
赤
字
」
に
苦
し
ん
で
い
る
。
市
民
の
声
は
届
き
に
く
く
、
正
当
性
を
感
じ
に
く
い
。
こ
う
し
た
苦
境

を
前
に
し
て
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
は
民
主
主
義
を
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
越
え
た
政
治
制
度
に
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
現
実
的
で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
た
と
え
ば
、
多
く
の
Ｅ
Ｕ
市
民
は
、
欧
州
議
会
を
強
化
す
る
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こ
と
を
望
ん
で
は
い
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
欧
州
評
議
会
に
お
け
る
各
国
政
府
の
行
動
に
つ
い
て
、
各
国
政
府
の
説
明
責
任
を
強
化
す
る

こ
と
を
望
ん
で
い
る
（K

y
m
lick

a 2001:
324

326 ＝
2012:

459
462

）。
キ
ム
リ
ッ
カ
に
よ
れ
ば
、

デ
ン
マ
ー
ク
人
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
た
い
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
立
場
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
議
論
し
た
が
っ
て

い
る
。
Ｅ
Ｕ
が
何
を
な
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
の
議
論
を
（
英
語
で

）
始
め
る
こ
と
に
は
、
ほ
と
ん
ど
関
心
を
示

し
て
は
い
な
い
。
彼
ら
は
、
Ｅ
Ｕ
に
つ
い
て
民
主
的
議
論
を
す
る
こ
と
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
る
が
、
彼
ら
が
し
た
が
っ
て
い
る
の

は
、「
我
々
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
何
を
な
す
べ
き
か
」を
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
議
論
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
我
々
デ
ン
マ
ー
ク

人
は
何
を
な
す
べ
き
か
を
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
で
相
互
に
議
論
し
た
が
っ
て
い
る
。（K

y
m
lick

a 2001:
324

325 ＝
2012:

46

0９
）

）

注
目
す
べ
き
は
「
英
語
で

」（in E
n
g
lish

?

）
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
キ
ム
リ
ッ
カ
は
唐
突
に
英
語
を
持
ち
だ
し
て
い
る
ば
か
り
か
、

そ
れ
に
疑
問
符
を
付
け
て
い
る
。
こ
こ
に
い
る
の
は
「
土
着
語
」
に
敏
感
な
キ
ム
リ
ッ
カ
で
は
な
く
、
国
際
語
に
鈍
感
な
キ
ム
リ
ッ
カ
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
キ
ム
リ
ッ
カ
は
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
越
え
た
制
度
の
重
要
性
を
否
定
し
て
い
な
い
が
、
一
般
市
民
が
国
際
語
で
討
議
す
る
こ
と

は
主
張
し
な
い
。
む
し
ろ
、
討
議
民
主
主
義
に
お
け
る
「
土
着
語
」
の
重
要
性
を
強
調
し
、「
土
着
語
に
よ
る
政
治
」
を
積
極
的
に
擁
護
し
て

い
る
。
キ
ム
リ
ッ
カ
に
よ
れ
ば
、
一
般
市
民
が
政
治
的
討
議
を
す
る
際
、
彼
╱
彼
女
の
土
着
語
を
使
用
す
れ
ば
「
違
和
感
が
な
い
」（feel

 
co
m
fo
rta
b
le

）で
あ
ろ
う
。
国
際
語
を
流
暢
に
話
し
、
か
つ
そ
の
技
能
を
維
持
す
る
余
裕
が
あ
る
の
は
、
エ
リ
ー
ト
に
限
ら
れ
て
い
る
。
い

わ
ん
や
、
政
治
的
討
議
に
お
い
て
は
、
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
マ
ス
タ
ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
越
え
た
政
治
で
は
、
特

定
の
争
点
に
特
化
し
た
り
、
エ
リ
ー
ト
支
配
に
な
っ
た
り
し
や
す
い
と
い
う
の
で
あ
る
（K

y
m
lick

a 2001:
213

214 ＝
2012:

299

）。

さ
て
、
こ
う
し
た
キ
ム
リ
ッ
カ
の
議
論
は
、
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
我
々
は
、
キ
ム
リ
ッ
カ
が「
土
着
語
に
よ
る
政
治
」

テ
ー
ゼ
を
提
起
し
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
ナ
イ
ー
ブ
さ
に
切
り
込
こ
ん
だ
点
を
高
く
評
価
し
た
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
我
々
は
、

『
土
着
語
の
政
治
』
は
「
保
守
的
政
治
家
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
」（K

o
n
ig 2001:58

）
で
あ
る
な
ど
と
一
刀
両
断
し
よ
う
と
は
思
わ
な
い
。
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キ
ム
リ
ッ
カ
が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
問
題
意
識
を
共
有
し
つ
つ
、
自
由
、
民
主
主
義
、
社
会
正
義
に
お
け
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
重
要
性
、

言
語
に
限
定
し
て
言
え
ば
、
民
主
主
義
に
お
け
る
「
土
着
語
」
の
重
要
性
を
強
調
し
た
こ
と
の
意
義
は
、
い
く
ら
強
調
し
て
も
し
す
ぎ
る
こ

と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
同
時
に
、
キ
ム
リ
ッ
カ
の
「
土
着
語
に
よ
る
政
治
」
テ
ー
ゼ
を
全
面
的
に
受
容
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
す
で
に
言
及
し
た
よ
う

に
、
マ
ッ
テ
オ
・
ボ
ノ
ッ
テ
ィ
は
、
キ
ム
リ
ッ
カ
と
同
じ
「
リ
ベ
ラ
ル
な
文
化
主
義
」
の
立
場
か
ら
、
キ
ム
リ
ッ
カ
の
「
土
着
語
に
よ
る
政

治
」
テ
ー
ゼ
を
批
判
し
、「
土
着
語
な
し
の
政
治
」
を
擁
護
し
て
い
る
。
ボ
ノ
ッ
テ
ィ
に
よ
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
政
治
体
制
は
言
語
的
に
多
様

で
あ
り
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
ネ
イ
シ
ョ
ン
や
移
民
を
排
除
し
な
い
た
め
に
は
、
言
語
の
境
界
線
を
越
え
た
民
主
主
義
が
欠
か
せ
な
い（B

o
n
n
o
ti

 
2013:

199
200

）。
我
々
は
、
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
を
援
用
し
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
は
実
現
可
能
性
が
な
い
と
切
り
捨
て
る
ボ
ノ
ッ
テ
ィ

の
議
論
に
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、「
土
着
語
な
し
の
政
治
」の
必
要
性
を
主
張
す
る
点
で
は
、
ボ
ノ
ッ
テ
ィ
の
キ
ム
リ
ッ
カ
批

判
に
同
意
し
た
い
。

た
し
か
に
、
キ
ム
リ
ッ
カ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
市
民
は
「
土
着
語
」
で
こ
そ
、
政
治
的
諸
問
題
に
つ
い
て
十
分
に
討
議
す
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
国
際
語
に
よ
る
討
議
の
必
要
性
を
否
定
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
討
議
民
主
主
義
を
機
能
さ
せ

る
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の
二
つ
の
理
由
で
、「
土
着
語
」
だ
け
で
な
く
、
中
立
性
・
平
易
性
の
要
件
を
満
た
し
た
国
際
語
が
求
め
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
中
立
性
・
平
易
性
の
要
件
を
満
た
し
た
国
際
語
が
な
け
れ
ば
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
越
え
た
民
主
主
義
は
エ
リ
ー
ト
支
配
に
陥
っ
て

し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
た
し
か
に
、
通
訳
を
付
け
れ
ば
、
一
般
市
民
同
士
が
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
越
え
た
討
議
を
お
こ
な
う
こ
と
も
不
可
能
で
は
な

い
（
内
田

2014

）。
ま
た
、
言
語
を
共
有
し
て
い
な
く
て
も
、
ま
っ
た
く
意
思
疎
通
が
で
き
な
い
わ
け
で
も
な
い
（
杉
田

2001:
63

65

を

参
照
）。
し
か
し
、
通
訳
を
付
け
た
討
議
は
多
額
の
費
用
を
要
す
る
た
め
、
例
外
的
に
し
か
実
現
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
施
光
恒
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
片
言
の
言
語
」で
は
市
民
同
士
の
討
議
は
不
可
能
で
あ
り
、
結
局
は
エ
リ
ー
ト
支
配
を
も
た
ら
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ

う
（
施

2015:
104

105

）。

こ
こ
で
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
達
が
コ
ス
ト
の
問
題
を
解
決
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
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し
か
に
機
械
通
訳
や
機
械
翻
訳
は
、
言
語
の
壁
を
乗
り
越
え
る
便
利
な
道
具
に
な
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
（O

stler 2010:ch
.11

）。
し
か
し
、

国
際
語
が
な
け
れ
ば
、
そ
も
そ
も
通
訳
や
翻
訳
に
値
す
る
言
説
を
特
定
し
、
機
械
通
訳
や
機
械
翻
訳
に
か
け
る
こ
と
す
ら
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
国
際
語
は
、
機
械
通
訳
や
機
械
翻
訳
を
活
用
す
る
た
め
に
も
欠
か
せ
な
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
機
械
通
訳
や
機
械
翻
訳
に
よ
る
誤
訳
の

可
能
性
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
そ
の
国
際
語
は
平
易
性
を
備
え
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
中
立
性
・
平
易
性
の
要
件
を
満
た
し
た
国
際
語
が
な
け
れ
ば
、
疑﹅
似﹅
国
際
語
で
あ
る
英
語
に
よ
る
言
語
支
配
な
い
し
言
語
帝
国

主
義
を
放
置
し
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
間
に
言
語
格
差
や
文
化
支
配
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
内
に
も
言
語
格
差

を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
し
か
に
、
多
言
語
主
義
政
策
を
採
用
す
れ
ば
、
英
語
支
配
に
一
定
程
度
の
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
多
言
語
主
義
を
採
用
し
て
い
る
Ｅ
Ｕ
で
さ
え
、
特
に
作
業
語
は
英
語
（
や
フ
ラ
ン
ス
語
等
）
に
限
ら
れ
て
い
る

（A
m
m
o
n 2012:

579
585

）。
ま
し
て
や
、
Ｅ
Ｕ
外
の
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
英
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
。

中
立
性
・
平
易
性
の
要
件
を
満
た
し
た
国
際
語
な
し
に
は
、
英
語
支
配
な
い
し
英
語
帝
国
主
義
を
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

キ
ム
リ
ッ
カ
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
論
拠
｜
｜
前
者
は
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
的
論
拠
で
あ
り
、
後
者
は
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的

論
拠
で
あ
る
｜
｜
に
理
解
を
示
す
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
般
市
民
が
「
土
着
語
」
に
加
え
て
国
際
語
を
習
得
し
、
そ
の
能
力
を
維
持

す
る
こ
と
は
、
望
ま
し
い
と
し
て
も
非
現
実
的
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
反
論
が
返
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
（K

y
m
lick

a 2001:
217 ＝

2012:
303

）。

た
し
か
に
、
す
べ
て
の
市
民
が
国
際
語
を
高
い
水
準
で
習
得
す
る
の
は
難
し
い
。
二
〇
一
二
年
調
査
で
も
、
母
語
以
外
で
会
話
が
可
能
な

Ｅ
Ｕ
市
民
は
約
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
（
金
箱

2014:
14

16

）。
し
か
し
、
一
般
市
民
が
母
語
以
外
の
言
語
を
習
得
し
、
そ

の
能
力
を
維
持
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
小
国
の
な
か
に
は
、
好
成
績
を
示
す
国
も
少
な
く
な
い
。
二
〇
一
二
年
調
査
に

よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
ベ
ル
ギ
ー
で
は
、
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
市
民
が
、
少
な
く
と
も
母
語
以
外
の
一
言
語
の
会
話
能
力
を
備
え
て
い
る
（
金

箱

2014:
14

16

）。
キ
ム
リ
ッ
カ
は
「
個
人
的
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
」
が
失
敗
し
た
例
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー
を
挙
げ
て
い
る
が
（K

y
m
lick

a
 

2001:
217 ＝

2012:
303

）、
そ
う
し
た
断
定
は
事
実
に
反
し
て
い
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
は
、
Ｅ
Ｕ
市
民
は
言
語
体
系
の
近
い
外
国
語
を
習
得
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
再
反
論
が
返
っ
て
く
る
か
も
し
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れ
な
い
。
た
と
え
ば
、
ま
っ
た
く
言
語
体
系
の
異
な
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
市
民
が
英
語
を
習
得
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
教
育
工
学
の
実
験

で
は
、
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
話
者
が
英
語
を
話
す
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
話
者
の
場
合
に
比
べ
て
、
脳
へ
の
負
荷
が
大
き
く
な
る
よ
う
で

あ
る
（
木
下

2008:
26

28;

永
井

2015:
95

も
参
照
）。
し
か
し
、
文
法
や
語
彙
を
平
易
に
し
た
国
際
語
で
あ
れ
ば
、
一
般
市
民
が
国
際
語

を
習
得
す
る
こ
と
は
相﹅
対﹅
的﹅
に﹅
容
易
で
あ
ろ
う
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
、
後
に
見
る
よ
う
に
、
そ
う
し
た
平
易
性
の
要
件
を
満
た
し
た
言
語

で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
キ
ム
リ
ッ
カ
は
「
普
遍
語
の
夢
は
一
九
世
紀
に
死
に
絶
え
た
」（K

y
m
lick

a
 
2001:

205 ＝
2012:

288

）
と
記
し
、
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
語
を
一
顧
だ
に
し
て
い
な
い
。
し
か
し
周
知
の
よ
う
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
が
誕
生
し
た
の
は
一
九
世
紀
後
半
で
あ
り
、
そ
の
運
動

の
最
盛
期
は
二
〇
世
紀
初
頭
で
あ
る（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
リ
ン
ス

1975;

田
中

2007

を
参
照
）。
キ
ム
リ
ッ
カ
の「
土

着
語
に
よ
る
政
治
」
論
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
関
す
る
無
知
な
い
し
無
視
の
う
え
に
築
か
れ
た
ナ
イ
ー
ブ
な
言
語
政
治
学
な
の
で
は
な
い

か
、
と
の
疑
念
を
禁
じ
え
な
い10

）
。

第
三
節

ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
の
「
言
語
的
正
義
」
論

ベ
ル
ギ
ー
の
政
治
理
論
家
で
あ
る
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
『
言
語
的
正
義
』（
二
〇
一
一
年
）
に
お
い
て
、
英
語
を
国
際
語

（lin
g
u
a fra

n
ca

）と
し
て
擁
護
す
る
と
同
時
に
、
各
言
語
共
同
体
内
に
お
け
る
特
定
言
語
の
強
制
を
擁
護
し
て
い
る
。
最
近
の
論
考
で
は
、

同
書
の
論
旨
を
「
国
際
語
＋
言
語
的
領
土
性
」（lin

g
u
a fra

n
ca

＋lin
g
u
istic territo

ria
lity

）
と
定
式
化
し
て
い
る
（V

a
n P

a
rijs 2016:

138

）。『
言
語
的
正
義
』
は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
政
治
理
論
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
で
あ
り
、
言
語
政
治
学
の
「
記
念
碑
的
著
作
」（P

eled 2015:

119
;
D
e S

ch
u
tter a

n
d R

o
b
ich
a
u
d 2016:

1

）
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
雑
誌C

ritical R
eview

 
of
 
In
tern

ation
al S

ocial
 

an
d
 
P
olitical P

h
ilosoph

y

の
第
一
八
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
）
は
『
言
語
的
正
義
』
の
特
集
を
組
み
、『
言
語
的
正
義
』
を
検
討
し
た

九
論
文
と
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
に
よ
る
応
答
を
掲
載
し
て
い
る11

）
。

ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
『
言
語
的
正
義
』
に
お
い
て
、
国
際
語
と
し
て
の
英
語
に
不
正
義
が
伴
う
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
う
し
た
不
正
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義
を
緩
和
し
よ
う
と
意
を
尽
く
し
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
考
察
に
入
る
前
に
、
英
語
が
国
際
語
と
し
て
普
及
し
て
き
た
ミ
ク
ロ
・
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
分
析
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
言
語
普
及
の
第
一
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
「
役
に
立
つ
可
能
性
の
高
い
言
語
の
学
習
」

（p
ro
b
a
b
ility

-d
riv
en la

n
g
u
a
g
e lea

rg
in
g

）
で
あ
る
。
あ
る
言
語
学
習
が
相
互
理
解
に
役
に
立
つ
と
見
込
ま
れ
れ
ば
見
込
ま
れ
る
ほ
ど
、

そ
の
言
語
を
学
習
す
る
「
動
機
」（m

o
tiv
a
tio
n

）
は
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
る
言
語
が
使
用
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
れ
ば
見
込
ま
れ
る

ほ
ど
、
そ
の
言
語
を
学
習
す
る
「
機
会
」（o

p
p
o
rtu
n
ity

）
に
も
恵
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
動
機
と
機
会
は
相
乗
効
果
を

も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
（V

a
n P

a
rijs 2011:

11
13

）。
言
語
普
及
の
第
二
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
「
マ
キ
シ
・
ミ
ン
の
言
語
使
用
」（m

a
x
i-m

in
 

la
n
g
u
a
g
e u

se

）
で
あ
る12

）
。
複
数
の
言
語
を
使
用
す
る
人
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
い
か
な
る
言
語
が
使
用
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
そ
こ
で
は
「
自
己
中
心
的
」（eg

o
cen

tric

）
基
準
に
従
っ
て
、
各
人
に
と
っ
て
最
も
心
地
よ
く
流
暢
に
話
せ
る
言
語
が
使
用
さ
れ
る
わ

け
で
は
な
い
し
、「
民
主
的
」（d

em
o
cra

tic

）基
準
に
従
っ
て
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
言
語
が
使
用
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、「
最
大
平

均
」（m

a
x
i-m

ea
n

）基
準
に
従
っ
て
、
平
均
し
て
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
言
語
が
使
用
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、「
公
平
な
分
業
」（fa

ir
 

d
iv
isio

n

）基
準
に
従
っ
て
、
参
加
者
数
に
比
例
し
て
参
加
者
の
言
語
が
す
べ
て
話
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
最
も
下
手
な

参
加
者
が
最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
言
語
、
す
な
わ
ち
「
マ
キ
シ
・
ミ
ン
」（m

a
x
i-m

in

）
言
語
が
採
用
さ
れ
る
（V

a
n P

a
rijs 2011:13

15

）。

こ
れ
ら
二
つ
の
ミ
ク
ロ
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
、
英
語
は
爆
発
的
に
普
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
マ
キ
シ
・

ミ
ン
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
」（m
a
x
i-m

in d
y
n
a
m
ics

）
で
あ
る
（V

a
n P

a
rijs 2011:

15
17

）。

ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
、
こ
の
よ
う
に
英
語
普
及
の
ミ
ク
ロ
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
分
析
し
た
後
、
正
義
に
適
っ
た
国
際
語
と
は
何
か
を
考
察

し
て
い
る
。
そ
の
際
、
主
要
な
批
判
対
象
は
、
す
で
に
見
た
キ
ム
リ
ッ
カ
の
「
土
着
語
に
よ
る
政
治
」
テ
ー
ゼ
で
あ
る
。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ

ス
に
よ
れ
ば
、
キ
ム
リ
ッ
カ
は
、
政
治
的
討
議
に
お
い
て
「
違
和
感
が
な
い
」
の
は
「
土
着
語
」
を
使
用
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
と
論
じ
て

い
る
。
し
か
し
、
こ
の
語
句
を
強
く
解
釈
し
た
場
合
、
政
治
参
加
の
際
に
必
要
と
な
る
「
語
気
、
概
念
、
話
術
」
を
学
習
す
る
の
は
、
外
国

語
を
学
習
す
る
こ
と
以
上
に
難
し
い
。
他
方
、「
違
和
感
が
な
い
」と
い
う
こ
と
を
弱
く
解
釈
し
た
場
合
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
は
、
外
国
語
で

政
治
的
討
議
を
す
る
と
き
で
さ
え
、
違
和
感
を
覚
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
幾
つ
か
の
国
々
は
、
す
で
に
そ
う
し
た
段
階

に
到
達
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（V

a
n P

a
rijs 2011:

30
31

）。
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こ
う
し
た
楽
観
的
観
察
を
前
提
に
し
た
う
え
で
、
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
、
国
際
語
と
し
て
の
英
語
に
言
語
的
不
正
義
が
伴
う
こ
と
を
認

め
つ
つ
も
、
そ
の
不
正
義
は
緩
和
さ
れ
る
と
論
じ
て
い
る13

）
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
正
当
化
を
す
る
た
め
に
、
正
義
を
三
つ
に
分
類
・
検
討
し

て
い
る
。

第
一
に
、
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
、
国
際
語
と
し
て
の
英
語
が
「
公
平
な
協
働
」（fa

ir co
o
p
era

tio
n

）
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
察
し
て
い

る
。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
英
語
を
母
語
と
す
る
人

（々A
n
g
lo
p
h
o
n
es

）は
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
人

（々n
o
n
-A
n
g
lo
p
h
o
n
es

）

に
英
語
学
習
の
負
担
を
負
わ
せ
、
彼
ら
の
学
習
に
「
た
だ
乗
り
」（free rid

in
g

）
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
不
正
義
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。
そ
れ
を
是
正
す
る
た
め
に
は
、
英
語
学
習
の
費
用
と
便
益
が
一
致
す
る
よ
う
に
補
償
す
る
政
策
、
た
と
え
ば
国
際
的
な
言
語
税

を
採
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
実
現
す
る
見
通
し
は
暗
い
。
だ
が
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
が
英
語

圏
の
知
的
生
産
物
に
「
た
だ
乗
り
」
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
う
し
た
「
相
殺
的
な
た
だ
乗
り
」（co

m
p
en
sa
to
ry free rid

in
g

）
に
よ
っ

て
不
正
義
は
緩
和
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
英
語
で
書
か
れ
た
無
料
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
膨
大
に
存
在
す
る
。
知
的
財

産
権
に
よ
る
保
護
は
、
非
英
語
圏
に
は
厳
格
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
（V

a
n P

a
rijs 2011:

ch
.
2,
p
.
208

）。

第
二
に
、
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
「
機
会
均
等
」（eq

u
a
lity o

f o
p
p
o
rtu
n
ity

）
と
し
て
の
正
義
に
目
を
転
じ
、
個
人
資
産
と
し
て
の
国

際
語
が
各
人
に
公
平
に
分
配
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
検
討
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
英
語
が
国
際
語
で
あ
れ
ば
、
英
語

を
母
語
と
す
る
者
は
、
と
り
わ
け
雇
用
面
で
有
利
に
な
る
。
そ
う
し
た
不
平
等
に
取
り
組
む
最
善
の
方
法
は
、
公
用
語
体
制
を
変
更
し
た
り
、

言
語
的
に
不
利
な
人
々
に
再
分
配
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
英
語
の
普
及
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
際
、
英
語
だ
け
で
学
ぶ

学
校
教
育
は
有
効
で
は
あ
る
が
、
非
常
に
高
く
つ
く
。
こ
れ
に
た
い
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
適
切
な
措
置
（
吹
き
替

え
の
禁
止
な
ど
）
を
採
り
さ
え
す
れ
ば
、
英
語
学
習
の
コ
ス
ト
を
格
段
に
下
げ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
英
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
が
こ
れ

ら
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
日
々
英
語
に
接
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
英
語
を
母
語
と
す
る
人
々
の
優
位
性
は
低
下
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
逆
転
し

さ
え
す
る
で
あ
ろ
う
（V

a
n P

a
rijs 2011:

ch
.
3,
p
.
208

）。

第
三
に
、
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
「
対
等
な
評
価
」（p

a
rity o

f esteem

）、
す
な
わ
ち
構
成
員
が
等
し
く
尊
重
さ
れ
て
い
る
か
否
か
も
考

察
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
た
し
か
に
英
語
が
国
際
語
に
な
れ
ば
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
は
尊
重
さ
れ
な
い
こ

― ―13



と
に
な
り
、
公
平
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
言
語
共
同
体
内
で
特
定
の
言
語
を
強
制
す
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
に
し
、
言
語
的
多
様
性
を

確
保
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
不
正
義
は
緩
和
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（V

a
n P

a
rijs 2011:

ch
s.
4 a
n
d 5,

p
.
208

）。
た
だ
し
、
言
語
的
多
様
性
そ

れ
自
体
に
価
値
が
あ
る
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
（V

a
n P

a
rijs 2011:

ch
.
6

）。

こ
う
し
た
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
の
議
論
は
、
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
三
つ
の
論
拠
を
順
次
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。
ま
ず
、「
相
殺
的
な
た
だ
乗
り
」
と
い
う
第
一
の
論
拠
は
妥
当
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
木
村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
は
、
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
に

お
け
る
「
相
殺
」
は
「
ゆ
が
ん
だ
「
相
殺
」」
に
す
ぎ
ず
「
近
代
国
民
国
家
の
同
化
論
の
国
際
版
」
に
す
ぎ
な
い
、
と
指
摘
し
て
い
る
（
木
村

2013:
192

）。
我
々
も
こ
の
評
価
に
同
意
し
た
う
え
で
、
二
つ
の
論
拠
を
挙
げ
た
い
。

第
一
に
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
は
、
英
語
圏
の
知
的
生
産
物
を
享
受
し
て
い
る
が
、
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
が
力
説
す
る
よ
う
に
無

料
で
享
受
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
英
語
に
よ
る
無
料
コ
ン
テ
ン
ツ
が
溢
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

有
益
な
コ
ン
テ
ン
ツ
は
多
く
の
場
合
、
知
的
財
産
権
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
知
的
財
産
権
の
国
際
的
保
護
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
緩
和
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
、
キ
ム
リ
ッ
カ
『
土
着
語
の
政
治
』
や
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
『
言

語
的
正
義
』
を
読
む
た
め
に
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
に
代
金
を
支
払
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ん
や
、
映
画
や
テ
レ
ビ
番
組
と

も
な
れ
ば
、
莫
大
な
放
映
権
料
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

第
二
に
、
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
、
英
語
以
外
の
言
語
が
国
際
語
で
あ
っ
た
と
し
て
も
「
相
殺
的
な
た
だ
乗
り
」
と
い
う
論
拠
が
成
り
立

つ
か
否
か
を
考
察
し
て
い
な
い
た
め
、
説
得
力
に
乏
し
い
。
た
と
え
ば
、
仮
に
日
本
語
が
国
際
語
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
と
想
定

し
よ
う
。
そ
の
場
合
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
が
日
本
語
を
学
べ
ば
、
そ
う
し
た
人
々
は
、
日
本
語
圏
の
知
的
生
産
物
に
た
い
す
る

「
相
殺
的
な
た
だ
乗
り
」を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
非
対
称
的
な
言
語
秩
序
関
係
を
世
界
に
強
い
た
場
合
、

「
相
殺
的
な
た
だ
乗
り
」
に
よ
っ
て
不
正
義
が
緩
和
さ
れ
る
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
、
決
し
て
同
意
し
な
い
に

違
い
な
い
。
英
語
だ
け
に
そ
う
し
た
特
権
的
地
位
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
公
正
な
論
拠
と
は
い
え
な
い
。

次
に
、「
機
会
均
等
」に
関
す
る
第
二
の
論
拠
に
移
り
た
い
。
た
し
か
に
、
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
は
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
の
英
語
習

得
の
負
担
、
特
に
経
済
的
負
担
を
相﹅
対﹅
的﹅
に﹅
容
易
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
二
つ
の
批
判
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
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第
一
に
、
い
か
に
メ
デ
ィ
ア
が
発
達
し
た
と
し
て
も
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
は
英
語
を
習
得
す
る
た
め
に
、
英
語
を
母
語
と
す
る

人
々
以
上
の
負
担
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
も
、
幼
少
の
頃
か
ら
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
英
語
に
接
す
れ
ば
、
英
語
を
「
自
然
に
」
習
得
し
や
す
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
身
に
付
け
る
こ
と
の
で
き

る
言
語
能
力
に
は
限
界
が
あ
り
、
高
度
な
言
語
能
力
を
身
に
付
け
る
た
め
に
は
、「
土
着
語
」に﹅
加﹅
え﹅
て﹅
英
語
の
学
校
教
育
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
英
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
は
、
英
語
を
母
語
と
す
る
人
々
に
は
必
要
の
な
い
外
国
語
学
習
の
負
担
を
甘
受
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
英
語
を
母
語
と
す
る
人
々
と
の
格
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

第
二
に
、
仮
に
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
が
英
語
学
習
を
容
易
に
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

語
学
習
を
容
易
に
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
も
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。lern

u
!
h
ttp
: //ja

.lern
u
.n
et /

）
の
よ
う
に
無
料
で
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
語
を
学
習
で
き
る
サ
イ
ト
が
存
在
し
て
い
る
。
た
し
か
に
、
今
の
と
こ
ろ
、
英
語
に
よ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
は
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
し
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
よ
る
無
料
サ
イ
ト
や
無
料
放
送
も
存
在
し
て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
学
習
も
容
易
に
し
う

る
条
件
で
あ
り
、
英
語
に
固
有
の
条
件
で
は
な
い
。

そ
れ
で
は
、「
対
等
な
評
価
」に
関
す
る
第
三
の
論
拠
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
、
言
語
共
同
体
に
特
定
の
言
語
を
強
制
す
る
権
利
を

付
与
す
る
こ
と
は
「
対
等
な
評
価
」
の
維
持
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う14

）
。
し
か
し
、
十
分
で
は
な
い
。「
土
着
語
」
に
つ
い
て
は
「
対
等
な
評
価
」

と
い
う
感
覚
を
抱
く
こ
と
は
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
際
語
に
つ
い
て
は
「
対
等
な
評
価
」
と
い
う
感
覚
を
抱
く
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
デ
ニ
ス
・
レ
オ
ー
ム
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
ネ
イ
シ
ョ
ン
を
越
え
た
領
域
に
お
け
る
不
平
等
な
地
位
は
、
そ
れ
と
は
別
の
領

域
に
お
け
る
平
等
な
地
位
に
よ
っ
て
は
解
消
さ
れ
え
な
い
（R

ea
u
m
e 2016:

74;
cf.

V
a
n P

a
rijs 2016:

146
147

）。
そ
れ
ゆ
え
「
言
語

的
領
土
性
」
に
よ
っ
て
は
、
国
際
語
と
し
て
の
英
語
に
付
随
す
る
不
正
義
を
是
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

我
々
は
、
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
の
挑
戦
に
は
敬
意
を
表
し
た
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
、『
言
語
的
正
義
』
の
核
を

な
す
三
つ
の
論
拠
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ィ
リ
プ
ソ
ン
が
指
摘
し
て
い
る
よ

う
に
、『
言
語
的
正
義
』
は
「
言
語
的
正
義
と
い
う
よ
り
も
言
語
的
支
配
を
正
当
化
し
て
い
る
」（P

h
illip

so
n 2012:380

）
の
で
は
な
い
か
、

と
の
疑
念
を
禁
じ
え
な
い
。
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ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
『
言
語
的
正
義
』
の
「
結
論
」
に
お
い
て
、
同
書
の
主
張
を
手
際
よ
く
要
約
し
て
い
る
（V

a
n P

a
rijs 2011:208

）。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
い
ず
れ
の
論
拠
もY

es,
it is u

n
fa
ir th

a
t A

.
B
u
t B

と
い
う
論
法
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
た
だ
し
、
第

三
の
論
拠
で
はB

u
t

は
存
在
し
な
い
）。Y

es,
B
.
B
u
t it is u

n
fa
ir th

a
t A

の
よ
う
に
逆
に
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
い
う
の
に
。
こ
の
点

を
考
え
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
言
語
的
正
義
を
擁
護
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、

言
語
的
不
正
義
を
正
当
化
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
が
「
言
語
的
公
平
性
の
考
慮
」
は
「
効
率
性
の
考
慮
」
に
従

属
す
べ
き
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
（V

a
n P

a
rijs 2011:46

）。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
が
言
語
的
正

義
を
論
じ
た
か
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、「
無﹅
知﹅
の﹅
ヴ﹅
ェ﹅
ー﹅
ル﹅
」に﹅
覆﹅
わ﹅
れ﹅
た﹅
人﹅
﹅々

が﹅
い﹅
か﹅
な﹅
る﹅
言﹅
語﹅
を﹅
国﹅
際﹅
語﹅
に﹅
採﹅
用﹅
す﹅
る﹅
か﹅
を
思
考
実
験
し
て

み
る
必
要
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

第
四
節

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
擁
護
論

一

中
立
性
・
平
易
性

我
々
は
、
現
代
政
治
理
論
を
リ
ー
ド
す
る
二
人
の
理
論
家
の
言
語
政
治
学
を
批
判
的
に
検
討
し
て
き
た
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
中
立
性
・
平

易
性
の
要
件
を
満
た
し
た
国
際
語
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
英
語
が
国
際
語
に
相
応
し
く
な
い
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
次
に
、
以
上
の

検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、
望
ま
し
い
国
際
語
は
英
語
で
は
な
く
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

第
一
に
、
特
定
の
「
国
家
」
の
国
語
で
あ
る
英
語
を
国
際
語
に
流
用
す
る
こ
と
は
、
英
語
を
国
語
と
す
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
、
英
語
を
国
語

と
し
な
い
ネ
イ
シ
ョ
ン
と
の
あ
い
だ
に
不
平
等
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
前
者
は
英
語
だ
け
を
学
習
す
れ
ば
よ
い
が
、
後
者
は
「
土
着

語
」
に
加
え
て
国
際
語
と
し
て
の
英
語
を
学
習
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
不
公
正
な
国
際
言
語
秩
序
に
は
、
津
田
幸
男
が
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
様
々
な
問
題
が
伴
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
津
田
の
整
理
に
従
え
ば
、「
⑴
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
平
等
と
差
別
、
⑵

言
語
支
配
・
言
語
抹
殺
、
⑶
文
化
の
画
一
化
、
⑷
情
報
の
格
差
、
⑸
精
神
の
植
民
地
化
、
⑹
英
語
を
基
盤
と
し
た
表
現
の
階
級
構
造
の
形
成
」

（
津
田

2003:
10

）
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
（
津
田

2003:
10

23;

津
田

2006:
第
Ⅰ
部
を
参
照
）。
そ
う
し
た
英
語
支
配
は
国
際
秩
序
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の
正
当
性
に
た
い
す
る
疑
念
を
引
き
起
こ
し
、
国
際
秩
序
そ
の
も
の
を
不
安
定
化
さ
せ
か
ね
な
い
。

特
に
強
調
し
た
い
の
は
、
国
際
語
と
し
て
の
英
語
に
不
可
避
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
で
あ
る15

）
。
英
語
圏
の
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
は
、
普
遍
的
に
妥
当
す
る
事
実
認
識
や
価
値
判
断
を
体
現
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
言
語
圏
の
そ
れ
ら
と
同
じ
く
、
当
然
、

そ
の
社
会
の
地
理
的
・
文
化
的
・
政
治
的
偏
見
を
免
れ
て
は
い
な
い
。
英
語
を
国
際
語
と
し
て
使
用
す
れ
ば
、
英
語
圏
と
い
う
「
窓
」
を
通

し
た
世
界
こ
そ
が
、
あ
た
か
も
世
界
そ
の
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
思
い
込
み
や
す
い
。
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
と
国
際
英
語
を
概
念
上
区
別
し

た
と
し
て
も
、
実
際
に
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
の
世
界
観
が
国
際
英
語
の
世
界
を
侵
食
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
言
語
帝
国
主
義
に
無
自
覚
で
あ

る
か
ぎ
り
、
相
互
理
解
・
信
頼
、
ひ
い
て
は
世
界
平
和
を
築
き
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
英
語
は
、
学
習
す
る
の
が
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
た
し
か
に
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
の
よ
う
に
、
名
詞
に
性
の
区
別
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
点
で
は
相
対
的
に
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
に
次
の
三
点
に
お
い
て
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い

人
々
が
英
語
を
学
習
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
第
一
に
、
数
多
く
の
不
規
則
性
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
。
第
二
に
、
綴
り
と
発
音
が
一
致
し
て

お
ら
ず
、
ア
ク
セ
ン
ト
に
も
規
則
性
が
な
い
こ
と
。
そ
し
て
第
三
に
、
膨
大
な
慣
用
表
現
（
イ
デ
ィ
オ
ム
）
が
存
在
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の

点
は
、
国
際
語
と
し
て
英
語
を
学
習
し
使
用
し
よ
う
と
す
る
際
、
大
き
な
ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
英
語
の
学
習
困

難
性
は
、
国
際
格
差
（
英
語
を
国
語
と
す
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
╱
英
語
を
国
語
と
し
な
い
ネ
イ
シ
ョ
ン
）
だ
け
で
な
く
、
国
内
格
差
（
英
語
を
習

得
す
る
諸
条
件
を
相
対
的
に
備
え
て
い
る
人
々
╱
英
語
を
習
得
す
る
諸
条
件
を
相
対
的
に
備
え
て
い
な
い
人
々
）
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
え
な

い
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
中
立
性
と
い
う
点
で
も
平
易
性
と
い
う
点
で
も
、
英
語
は
国
際
語
と
し
て
の
資
格
を
欠
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
英
語
批
判
に

た
い
し
て
は
、
英
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
が
現
に
使
用
し
て
い
る
よ
う
な
国
際
英
語
で
あ
れ
ば
、
中
立
性
や
平
易
性
の
要
件
を
相
対
的
に

満
た
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
反
論
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い（
国
際
英
語
に
つ
い
て
は
、
鈴
木

1999;

船
橋

2000;

鳥
飼

2011

な
ど
を
参
照
）。
た
し
か
に
国
際
英
語
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
信
仰
を
打
ち
破
る
う
え
で
は
有
効
な
概
念
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
田
中
克
彦
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
イ
ン
グ
リ
ッ
ク
」
の
よ
う
な
国
際
英
語
は
「
露
払
い
言
語
」
に
し
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
田
中
克
彦
に
よ
れ
ば
、
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そ
れ
は
純
正
英
語
の
話
し
手
か
ら
は
、
あ
わ
れ
み
と
さ
げ
す
み
の
入
り
ま
じ
っ
た
ま
な
ざ
し
を
む
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
╱
そ
の
結
果

は
、
イ
ン
グ
リ
ッ
ク
の
あ
わ
れ
な
話
し
手
た
ち
は
、
ひ
た
す
ら
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
話
し
手
へ
と
向
上
し
、
出
世
し
よ
う
と
つ
と
め

る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
れ
は
結
局
は
、
ま
す
ま
す
純
正
英
語
へ
と
せ
き
た
て
る
、
英
語
へ
の
露﹅
払﹅
い﹅
言﹅
語﹅
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
だ
ろ

う
と
思
う
。（
田
中

2007:
32

）

国
際
英
語
が
「
露
払
い
言
語
」
に
し
か
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
国
際
英
語
も
結
局
、
中
立
性
や
平
易
性
の
要
件
を
備
え
た
国
際
語
と
し
て

の
地
位
を
獲
得
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
中
立
性
と
平
易
性
の
要
件
を
満
た
す
国
際
語
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を

措
い
て
ほ
か
に
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
一
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
国
語
に
し
て
い
る
ネ
イ
シ
ョ
ン
は
存
在
し
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
中
立
的
で
あ
る
。
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
語
を
国
際
語
に
す
れ
ば
、
い
か
な
る
人
々
も
国
語
に
加
え
て
国
際
語
と
し
て
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
学
習
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
中
立
言
語
を
国
際
語
と
し
て
使
用
す
れ
ば
、
特
定
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
言
語
で
は
な
い
た
め
、
特
定
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
に
有
利
に
な
る

こ
と
も
、
逆
に
不
利
に
な
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
中﹅
立﹅
性﹅
の﹅
要﹅
件﹅
を
満
た
し
て
い
る
。

ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
、
し
か
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
中
立
性
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
中
立
性
を

強
く
解
釈
し
た
場
合
、
す
べ
て
の
言
語
か
ら
等
距
離
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る（
等
距
離
性
）。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
等

距
離
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
地
球
規
模
で
は
等
距
離
で
は
な
い
。
他
方
、
弱
く
解
釈
し
た
場
合
、
中
立
性
は
、
す
べ
て
の
者
に
と
っ
て

第
一
言
語
で
は
な
く
第
二
言
語
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
非
母
語
性
）。
エ
ス
ぺ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
家
庭
で
育
っ
た
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
第
一
言
語
で
あ
り
、
そ
う
で
な
い
子
ど
も
と
の
あ
い
だ
に
格
差
が
生
じ
ざ
る
を
え
な
い
。
要
す
る
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト

語
は
英
語
に
比
べ
て
中
立
的
で
は
あ
る
が
、
取
る
に
足
ら
な
い
束
の
間
の
も
の
で
し
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
（P

a
rijs 2011:

40
42

）。

こ
う
し
た
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
の
批
判
は
一
考
に
値
す
る
が
、
我
々
は
「
等
距
離
性
」
論
に
も
「
非
母
語
性
」
論
に
も
同
意
で
き
な
い
。

た
し
か
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
、
西
洋
諸
言
語
を
ベ
ー
ス
に
し
て
お
り
、
す
べ
て
の
言
語
か
ら
等
距
離
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、

絶
対
的
に
等
距
離
の
言
語
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
そ
も
そ
も
創
り
え
な
い
。
我
々
に
必
要
な
の
は
、
相
対
的
判
断
で
あ
る
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
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語
は
、
特
定
の
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
言
語
に
な
っ
て
い
な
い
点
、
等
距
離
性
の
要
件
を
最
も
満
た
し
た
言
語
で
あ
る16

）
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
語
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
以
上
に
熱
心
に
ア
ジ
ア
で
受
け
い
れ
ら
れ
た
歴
史
的
事
実
を
忘
却
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
（
田
中

2007:

第

四
章
）。

非
母
語
性
」
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
た
し
か
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
子
ど
も
は
「
土
着
語
」
と
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
市
民
の
間
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
能
力
の
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
平
易
性
を
備
え
て
い
る
た
め
、
言
語
能
力
の
格
差
は
、
自
然
言
語
に
比
べ
て
抑
制
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
加
え

て
、
基
本
文
法
等
を
記
し
た
『
フ
ン
ダ
メ
ン
ト
・
デ
・
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
エ
ス
ぺ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
家
庭
に
生
ま

れ
た
子
ど
も
で
あ
っ
て
も
「

母
語

話
者
と
し
て
の
権
威
」（
山
本
編
著
／
臼
井
・
木
村
著

2004:
225

）
は
与
え
ら
れ
な
い
。
山
本
真
弓＝

臼
井
裕
之＝

木
村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
に
よ
れ
ば
、

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の

母
語

話
者
が
、「
そ
ん
な
言
い
方
は
お
か
し
い
」
と
主
張
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
話
法
が
フ
ン
ダ
メ
ン
ト
に
反
し

な
い
限
り
は
、
そ
れ
は
言
語
の
創
造
の
過
程
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
山
本
編
著
／
臼
井
・
木
村
著

2004:
225

）

エ
ス
ぺ
ラ
ン
ト
語
の
平
易
性
と
い
う
第
二
の
論
拠
に
移
り
た
い
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
中
立
的
な
言
語
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
平
易
な
計

画
言
語
で
も
あ
る
。
複
雑
な
文
法
を
排
し
、
可
能
な
か
ぎ
り
規
則
性
を
追
求
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
名
詞
の
語
尾
はo

で
あ
り
、
形
容
詞

の
語
尾
はa

で
あ
り
、
副
詞
の
語
尾
はe

で
あ
る
。
定
冠
詞la
は
、
性
・
数
・
格
に
よ
っ
て
変
化
し
な
い
。
綴
り
ど
お
り
に
発
音
す
れ
ば
よ

く
、
ア
ク
セ
ン
ト
も
最
後
か
ら
二
番
目
の
音
節
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
文
法
上
の
工
夫
に
加
え
て
、
語
彙
上
の
工
夫
も
な
さ
れ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
を
母
語
と
し
て
い
る
人
々
が
連
想
し
や
す
い
語
根
を
選
択
し
て
い
る
。
ま
た
、
接
頭
辞
や
接
尾
辞
に
よ
り
、
語
彙
を
記
憶

す
る
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、ea

sy

を
意
味
す
るfa

cila

に
、
反
対
語
を
つ
く
る
接
頭
辞m

a
l

を
付
け
れ
ば
、d

ifficu
lt

を
意

味
す
るm

a
lfa
cila

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
文
法
上
・
語
彙
上
の
工
夫
に
よ
り
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
平﹅
易﹅
性﹅
の﹅
要﹅
件﹅
も
満
た

し
て
い
る
。
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ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
、
し
か
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
平
易
性
に
も
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
た
し
か

に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
英
語
に
比
べ
て
平
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
も
実
際
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
然
言
語
と

同
じ
よ
う
に
変
化
を
免
れ
え
な
い
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
語
彙
も
よ
り
短
く
、
よ
り
不
規
則
的
な
も
の
に
変
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
多
く
の

語
彙
を
英
語
か
ら
借
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
要
す
る
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
言
わ
れ
る
ほ
ど
平
易
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る

（V
a
n P

a
rijs 2011:

42
46

）。

ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
の
批
判
は
こ
こ
で
も
一
考
に
値
す
る
が
、
や
は
り
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
し
か
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
も

自
然
言
語
と
同
じ
よ
う
に
、
時
代
と
と
も
に
変
化
し
て
き
た
し
、
ま
た
変
化
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
イ
ロ
ー
ナ
・
コ
ウ
ト
ニ
ー
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
が
変
化
し
て
い
く
に
し
て
も
、『
フ
ン
ダ
メ
ン
ト
』
が
存
在
し
て
い
る
た
め
、
ま
た
第
二
言
語
・

国
際
語
と
し
て
使
用
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
平
易
性
は
、
自
然
言
語
に
比
べ
て
維
持
さ
れ
や
す
い
で
あ
ろ
う
（K

o
u
tn
y 2015:246

）。
ま
た
、

英
語
の
語
彙
を
借
用
し
た
と
し
て
も
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
規
則
に
則
っ
て
綴
り
を
変
化
さ
せ
れ
ば
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
平
易
性
を
損
な

う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
中
立
性
と
平
易
性
を
兼
ね
備
え
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
が
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
に
適
合
的
な
国
際
語
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
リ

ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
も
適
合
的
な
国
際
語
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。
ザ
メ
ン
ホ
フ
に
よ
れ
ば
、
人
々
が
唯
一
の
国
際

語
（
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
）
を
学
ぶ
よ
う
に
す
れ
ば
、
自
分
の
言
語
を
徹
底
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
各
々
の
民
族
語
も
、

近
隣
民
族
語
の
圧
力
か
ら
解
放
さ
れ
て
立
派
な
言
語
に
発
展
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
（Z

a
m
en
h
o
f 2014:

11 ＝
61;

ザ
メ
ン
ホ
フ

1997:
25

）。

リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
も
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
国
際
語
に
す
る
こ
と
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

二

弁
証
法
的
発
展

し
か
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
中
立
性
・
平
易
性
に
同
意
す
る
者
で
あ
っ
て
も
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
国
際
語
に
す
る
こ
と
に
は
同
意
し

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
わ
く
、
た
し
か
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
、
英
語
に
比
べ
て
中
立
的
で
あ
り
、
ま
た
学
習
し
や
す
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

英
語
よ
り
も
国
際
語
に
適
し
て
い
る
。
し
か
し
、
米
ソ
が
激
し
く
対
立
し
て
い
た
冷
戦
時
代
で
あ
れ
ば
と
も
か
く17

）
、
少
な
く
と
も
冷
戦
終
結
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後
、
英
語
は
事
実
上
、
国
際
語
と
し
て
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
話
す
人
々
は
必
ず
し
も
多
く
は
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
使
用
す
る
人
々
は
約
二
〇
〇
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
（W

a
n
d
el 2015

）。Q
W
E
R
T
Y

キ
ー

ボ
ー
ド
配
列
を
変
更
す
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
に
、
英
語
を
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
変
更
す
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
は
な
い
に
し
て
も
、
ほ
ぼ

不
可
能
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
批
判
は
手
ご
わ
い
。
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
に
応
答
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
提
案
し
た
い
の
は
、
英
語
と
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
語
を
対
置
す
る
思
考
法
を
放
棄
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
政
治
理
論
家
で
あ
る
寺
島
俊
穂
は
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

地
球
的
な
規
模
で
の
民
主
主
義
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
に
は
、
民
衆
が
対
等
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ

ん
、
ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
最
も
実
用
性
の
あ
る
英
語
が
用
い
ら
れ
る
の
も
故
な

し
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
理
想
的
な
国
際
言
語
秩
序
は
、
多
言
語
主
義
と
中
立
的
な
（
ど
の
民
族
語
で
も
な
い
）
媒
介
言
語
に
よ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
…
…
現
実
に
は
、
大
国
の
言
語
が
国
際
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
が
、
対
等
な
国
際

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
し
て
、
と
く
に
市
民
同
士
の
直
接
的
な
相
互
理
解
・
相
互
協
力
を
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
行
な
う
た
め

の
交
流
言
語
と
し
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
正
当
に
評
価
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。（
寺
島

2011:
50

）

現
実
（
実
用
的
な
英
語
）
と
理
想
（
中
立
的
な
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
）
を
対
置
し
て
し
ま
え
ば
、
中
立
的
な
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
で
は
な
く
実

用
的
な
英
語
に
軍
配
を
上
げ
る
者
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
理
想
的
に
は
中
立
的
な
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
が
、
現
実
的

に
は
実
用
的
な
英
語
を
使
用
す
る
し
か
な
い
、
と
。
こ
う
し
た
批
判
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
英
語
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
へ
の
弁
証
法
的

発
展
と
い
う
論
拠
で
補
強
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

英
語
の
普
及
に
も
か
か
わ
ら
ず

で
は
な
く

英
語
の
普
及
ゆ
え
に

英
語
は
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
に
道
を
譲
ら
ざ
る
を
え
な
い
、
と
捉
え
る
の
で
あ
る18

）
。

第
一
に
、
英
語
支
配
に
は
様
々
な
不
正
義
を
と
も
な
う
以
上
、
英
語
支
配
へ
の
不
満
が
高
ま
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
英
語
が
普
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及
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
学
習
者
は
、
文
法
上
の
不
規
則
性
や
綴
り
と
発
音
の
不
一
致
と
い
っ
た
英
語
学
習
の
困
難
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

ま
た
、
歴
史
的
に
発
生
し
て
き
た
膨
大
な
イ
デ
ィ
オ
ム
も
、
学
習
者
を
悩
ま
せ
る
に
違
い
な
い
。
学
習
上
の
困
難
だ
け
で
は
な
い
。
英
語
支

配
に
伴
う
不
平
等
や
文
化
支
配
も
ま
た
、
世
界
各
地
で
英
語
支
配
に
た
い
す
る
不
満
を
引
き
起
こ
す
に
違
い
な
い
。
英
語
の
普
及
に
も
か
か

わ
ら
ず

で
は
な
く

英
語
の
普
及
ゆ
え
に

英
語
に
た
い
す
る
不
満
が
高
ま
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う19

）
。

第
二
に
、
英
語
を
母
語
と
す
る
人
々
の
あ
い
だ
に
も
不
満
が
高
ま
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
英
語
が
普
及
す
れ
ば
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
と
は

区
別
さ
れ
た
国
際
英
語
｜
｜
し
か
も
多
種
多
様
な
｜
｜
が
誕
生
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
は
、
英
語
を
母
語
と
す
る
人
々
は
二﹅
つ﹅

の﹅
英﹅
語﹅
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
、
不
満
を
抱
く
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
カ
タ
カ
ナ
だ
け
の
日
本
語
が
国
際
語
に
な
っ
た
場

合
、
日
本
人
は
い
か
な
る
感
覚
を
抱
く
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
二
つ
の
日
本
語
を
使
い
分
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
不
満
を
覚
え

る
で
あ
ろ
う20

）
。
同
じ
よ
う
に
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
と
国
際
英
語
と
い
う
二
つ
の
英
語
を
使
い
分
け
る
よ
う
強
い
ら
れ
た
場
合
、
英
語
を
母
語

と
す
る
人
々
の
あ
い
だ
か
ら
も
、
国﹅
際﹅
英
語
に
た
い
す
る
不
満
、
ひ
い
て
は
国
際
語
と
し
て
の
英
語
に
た
い
す
る
不
満
が
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。

英
語
の
普
及
に
も
か
か
わ
ら
ず

で
は
な
く

英
語
の
普
及
ゆ
え
に

英
語
に
た
い
す
る
不
満
が
高
ま
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

第
三
に
、
英
語
の
普
及
は
、
逆
説
的
に
聞
こ
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
学
習
を
容
易
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
協
会
が
発
行
す
る
雑
誌
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
（L

a R
ev
u
o O

rien
ta

）』
が
「
英
語
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
際
、

幾
人
か
の
エ
ス
ぺ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
が
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
学
習
が
英
語
の
学
習
を
容
易
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
英
語
の
学
習
が
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
語
の
学
習
を
容
易
に
す
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会

2014:
8
9

）。
周
知
の
よ
う
に
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
、
英

語
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
る
。
英
語
が
普
及
す
れ
ば
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
学
習
は
容
易
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
田
中

克
彦
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
こ
の
「
実
の
な
い
英
語
」
な
ど
の
知
識
が
準
備
し
て
く
れ
た
沃
野
よ
く
や

を
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
が
大
い
に
利
用
で
き

る
」「
チ
ャ
ン
ス
」
な
の
で
あ
る
（
田
中

2004:
17

）。

英
語
の
普
及
に
も
か
か
わ
ら
ず

で
は
な
く

英
語
の
普
及
ゆ
え
に

エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
語
の
学
習
は
容
易
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

要
す
る
に
、
英
語
の
普
及
の
延
長
線
上
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
普
及
の
地
平
が
開
か
れ
る
で
あ
ろ
う21

）
。
し
か
し
、
各
種
政
府
の
言
語
政
策

の
変
更
な
し
に
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
が
確
固
た
る
地
位
を
占
め
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
が
国
際
連

― ―22



合
（
Ｕ
Ｎ
）
や
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
な
ど
の
公
用
語
や
作
業
語
に
追
加
さ
れ
る
か
否
か
が
試
金
石
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
奈
蔵

2002:
89

を
参

照
）。
二
〇
一
二
年
調
査
で
は
、「
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
は
単
一
言
語
を
採
用
」
に
賛
成
す
る
Ｅ
Ｕ
市
民
は
五
三
％
（
強
い
賛
成
は
二
二
％
、
弱
い
賛

成
は
三
一
％
）、
他
方
「
Ｅ
Ｕ
内
で
の
全
語
の
平
等
」
に
賛
成
す
る
Ｅ
Ｕ
市
民
は
八
一
％
（
強
い
賛
成
は
四
六
％
、
弱
い
賛
成
は
三
五
％
）
に

上
っ
て
い
る（
金
箱

2014:
21

）。
こ
う
し
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
少
な
く
と
も
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
が
採
用
さ
れ
る
可

能
性
は
十
分
に
あ
り
う
る
だ
ろ
う
。
現
在
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
Ｅ
Ｕ
の
公
用
語
の
一
つ
に
す
る
こ
と
を
求
め
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
署
名
も

実
施
さ
れ
て
い
る22

）
。

英
語
時
代
と
い
う
現
代
的
条
件
は
、
し
か
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
自
体
に
も
変
容
を
迫
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
言
語
の
語
彙
に
依
拠
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
「
語
彙
の
材
料
は
ロ
マ
ン
・
ゲ
ル
マ
ン
系
で
、
国
際
語
が
要
求
す

る
規
則
性
や
そ
の
他
の
重
要
な
条
件
に
合
う
程
度
の
変
更
を
加
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
確
信
を
抱
い
て
い
た
（Z

a
m
en
h
o
f

 
2009:

113 ＝
116 23

）

）。
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
状
況
を
考
え
る
と
、
ご
く
自
然
な
選
択
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
英
語
時
代
に
お
い

て
は
、
間
違
い
な
く
英
語
的
な
語
根
の
使
用
が
増
え
て
い
く
で
あ
ろ
う
し
、
増
や
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば「
私
は
活
動
す
る
」

と
言
い
た
い
場
合
、m

i a
g
a
d
a
s

で
は
な
く
、
英
語
か
ら
連
想
し
や
す
いm

i a
k
tiv
a
s

を
使
用
す
る
と
い
う
よ
う
に24

）
。
と
は
い
え
、
混
乱
を

招
か
な
い
た
め
に
も
、
基
本
的
な
語
彙
は
可
能
な
か
ぎ
り
維
持
し
、
英
語
的
な
語
根
を
採
用
す
る
に
し
て
も
慎
重
に
採
用
し
て
い
く
べ
き
で

あ
ろ
う25

）
。

た
し
か
に
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
『
フ
ン
ダ
メ
ン
ト
』
に
お
い
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
不
可
侵
の
基
礎
を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

新
し
い
単
語
を
追
加
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
自
身
が『
国
際
語
』（
一
八
八
七
年
）に
お
い
て
、

す
べ
て
の
文
明
世
界
（tu

ta k
lera m

o
n
d
o

）
に
お
い
て
知
れ
渡
っ
て
い
る
単
語
を
可
能
な
か
ぎ
り
選
択
し
た
と
明
言
し
て
い
る
（Z

a
m
en
-

h
o
f 2009:46 ＝

45
47

）。
単
語
を
創
造
す
る
際
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
選
択
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
は
次
の
よ
う

に
も
述
べ
て
い
る
。「
お
そ
ら
く
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
発
展
は
、
そ
の
他
の
言
語
と
同
様
に
、
自
然
の
成
り
行
き
に
し
た
が
っ
て
、
す
な
わ
ち
新

語
と
古
語
の
交
替
と
い
う
不
断
の
過
程
に
則
し
て
、
お
こ
な
わ
れ
て
ゆ
く
だ
ろ
う
」（
ザ
メ
ン
ホ
フ

1997:
271

）。

こ
こ
で
、
言
語
学
者
・
田
中
克
彦
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
た
い
。「
今
の
時
点
で
、
も
し
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
が
作
ら
れ
た
ら
、
ど
ん
な
も
の
に

― ―23



な
っ
た
で
あ
ろ
う
か
」（
田
中

1993:
246

）。
我
々
に
必
要
な
の
は
、
か
つ
て
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
創
っ
た
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
墨
守
す
る
教
条
主

義
的
態
度
で
は
な
く
、
ザ﹅
メ﹅
ン﹅
ホ﹅
フ﹅
が﹅
英﹅
語﹅
時﹅
代﹅
に﹅
生﹅
き﹅
て﹅
い﹅
た﹅
と﹅
す﹅
れ﹅
ば﹅
、
い﹅
か﹅
な﹅
る﹅
エ﹅
ス﹅
ペ﹅
ラ﹅
ン﹅
ト﹅
語﹅
を﹅
創﹅
っ﹅
た﹅
の﹅
か﹅
、
こ
の
こ
と
に

想
像
力
を
働
か
せ
つ
つ
、
英
語
時
代
に
お
け
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
は
、
英
語

的
な
語
根
を
慎
重
に
採
用
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
英
語
は
、
ザ
メ
ン
ホ
フ
が
平
易
な
文
法
を
編
み
だ
す
契
機
と
な
っ
た
言
語

で
あ
る
（Z

a
m
en
h
o
f 2009:

106 ＝
107

108;

ザ
メ
ン
ホ
フ

1997:
161

162;
K
o
rzh

en
k
o
v 2010:

13

）。
現
在
で
も
英
語
は
、
エ
ス
ペ

ラ
ン
ト
語
に
活
力
を
与
え
う
る
好
敵
手
（riv

a
lo
,
riv
a
l

）
で
あ
る
。
英
語
時
代
に
お
い
て
は
、
柔
道
の
場
合
の
よ
う
に
、
英
語
の
力
を
利
用

し
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
普
及
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
柔
よ
く
剛
を
制
す
」戦
略
に
よ
っ
て
こ
そ
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
普
及
し
て
い
く

に
違
い
な
い
。

第
五
節

結
論

本
稿
で
我
々
は
、
英
語
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
へ
の
弁
証
法
的
発
展
と
い
う
論
拠
を
追
加
し
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
国
際
語
と
し
て
擁
護

し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、

英
語
の
普
及
に
も
か
か
わ
ら
ず

で
は
な
く

英
語
の
普
及
ゆ
え
に

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
が
普
及
し
て
い
く
で
あ

ろ
う
と
論
じ
て
き
た
。
ま
た
、
英
語
時
代
と
い
う
現
代
的
条
件
を
踏
ま
え
、
英
語
的
な
語
根
を
慎
重
に
採
用
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
も
論

じ
て
き
た
。
こ
う
し
た
主
張
が
正
し
い
か
否
か
は
、
後
世
の
判
断
に
委
ね
る
し
か
な
い
。
特
に
、
弁
証
法
的
発
展
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
つ
い
て

は
、
経
験
的
研
究
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
点
は
確
実
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
数
十
年
後
か
数
百
年
後

か
は
分
か
ら
な
い
に
し
て
も
、
歴
史
は
不
変
で
は
あ
り
え
ず
、
い
わ
ん
や
不
正
義
は
そ
の
ま
ま
で
は
あ
り
え
な
い
。「
政
治
で
は
一
週
間
は
長

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
言
語
学
で
は
一
世
紀
で
も
短
い
」（C

ry
sta
l 2003:

123

）。
言
語
政
治
学
は
、
数
十
年
先
、
数
百
年
先
の
世
界
を
見

据
え
つ
つ
、
公
正
な
国
際
言
語
秩
序
と
は
何
か
を
探
究
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

＊

二
〇
一
三
年
五
月
六
日
、
岡
﨑
が
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
本
稿
第
四
節
の
着
想
を
公
表
し
た
（
た
だ
し
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
移
設
に
伴
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い
、
二
〇
一
四
年
九
月
二
二
日
に
非
公
開
と
し
て
い
る
）。
そ
の
後
、
二
〇
一
四
年
五
月
一
七
日
の
九
州
大
学
政
治
研
究
会
に
お
い
て
、

岡
﨑
が
「D

ia
lek

tik
a D

efen
d
o d

e E
sp
era

n
to

（
エ
ス
ぺ
ラ
ン
ト
の
弁
証
法
的
擁
護
）」
と
題
す
る
報
告
を
二
言
語
（
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
語
と
日
本
語
）
で
行
い
（
本
稿
第
四
節
の
原
型
）、
鎌
田
が
司
会
を
担
当
し
た
。
そ
の
後
、
岡
﨑
と
鎌
田
が
共
同
研
究
を
推
進
し
、
同

報
告
を
発
展
さ
せ
る
形
で
本
稿
を
完
成
さ
せ
た
。
両
者
の
見
解
が
一
致
し
な
か
っ
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
の
見
解
を
注
記
し
て
い

る
。
最
後
に
な
っ
た
が
、
草
稿
に
た
い
す
る
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
頂
い
た
寺
島
俊
穂
・
関
西
大
学
教
授
と
岡
﨑
明
子
氏
に
感
謝
し
た
い
。

注（
１
）
エ
ス
ぺ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト
の
な
か
に
は
、
国
家
や
民
族
を
越
え
た
民
衆
間
の
交
流
を
重
視
し
て
「
民
際
語
」
の
概
念
を
使
用
す
る
者
も
い
る
（
寺
島

2011:

54
58

を
参
照
）。
我
々
も
そ
う
し
た
考
え
に
共
感
す
る
が
、「
民
際
語
」
の
概
念
で
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
が
軽
視
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
も
危
惧
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
、
こ
こ
で
は
「
民
際
語
」
で
は
な
く
「
国
際
語
」
の
概
念
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
２
）
フ
ィ
リ
プ
ソ
ン
は
『
英
語
だ
け
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

』（
二
〇
〇
三
年
）
に
お
い
て
、「
通
訳
の
た
め
の
唯
一
の
中
間
言
語
（p

iv
o
t la

n
g
u
a
g
e

）、
Ｅ
Ｕ
の

全
文
書
の
起
草
言
語
と
し
て
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
採
用
す
る
こ
と
に
十
分
な
財
政
措
置
を
取
る
こ
と
」
を
「
最
良
の
シ
ナ
リ
オ
」
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
た

（P
h
illip

so
n 2003:

177

）。
し
か
し
最
近
の
論
文
で
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
へ
の
言
及
は
消
え
て
い
る
（P

h
illip

so
n 2016

）。

（
３
）

土
着
語
」（th

e v
ern

a
cu
la
r

）
と
い
う
概
念
が
曖
昧
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
ピ
ー
タ
ー
・
ア
イ
ヴ
ズ
は
、
キ
ム
リ
ッ
カ
が
「
土
着
語
」
を
「
国
語
」

（n
a
tio
n
a
l la

n
g
u
a
g
e

）、「
共
通
語
」（co

m
m
o
n la

n
g
u
a
g
e

）、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
「
母
語
」（n

a
tiv
e to

n
g
u
e

）
と
同
義
語
と
し
て
用
い
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
と
指
摘
し
て
い
る
（Iv

es 2015:
58

59

）。
事
実
、
キ
ム
リ
ッ
カ
（
と
パ
ッ
テ
ン
）
は
「
国
語
」（n

a
tio
n
a
l la

n
g
u
a
g
e
s

））
｜
｜
カ
ッ
コ
付
の

複
数
形
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
｜
｜
に
よ
る
政
治
を
「
土
着
語
に
よ
る
政
治
」
と
言
い
換
え
て
い
る
（P

a
tten a

n
d K

y
m
lick

a 2003:
10

）。

（
４
）
岡
﨑
も
鎌
田
も
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
評
価
し
て
い
る
が
、
鎌
田
は
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
否
定
的
側
面
を
岡
﨑
以
上
に
警
戒
す
べ
き
で
は
な
い
か
、

と
考
え
て
い
る
。

（
５
）
ヴ
ァ
ン
・
パ
リ
ー
ス
や
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
ー
ス
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
よ
り
原
音
に
忠
実
に
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
と
表
記
し
た
い
。

（
６
）
こ
こ
で
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
で
は
な
く
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
」
と
表
記
し
て
い
る
の
は
、
言
語
に
徹
し
た
ほ
う
が
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
か
え
っ
て
普
及
す

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
価
値
判
断
に
基
づ
い
て
い
る
。
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
は
、
相
互
理
解
や
平
和
と
い
っ
た
崇
高
な
理
念
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
た
し
か

に
我
々
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
「
内
在
的
理
念
」（in

tern
a id

eo

）
に
共
感
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
理
念
を
強
調
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
語
は
一
部
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
壁
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
し
た
価
値
判
断
に
基
づ
い
て
「
語
」
を
付
け
て
い
る
。
た
だ
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し
、
鎌
田
は
見
解
を
異
に
し
て
お
り
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
「
内
在
的
理
念
」
を
強
調
し
、「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
と
表
記
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て

い
る
。

（
７
）
本
稿
で
は
、
言
語
民﹅
主﹅
主﹅
義﹅
の
観
点
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
擁
護
し
て
い
る
。
他
方
、
言
語
権﹅
（
よ
り
広
く
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
権﹅
）
の
観
点
か

ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
擁
護
す
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
（
タ
ニ

2003:
20

34;

ま
し
こ

2003;

か
ど
や

2005

）。
し
か
し
「
プ
ラ
ハ
宣
言
」
第
五
条

解
題
が
明
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
言
語
権
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
使
用
を
強
制
さ
れ
な
い
権
利
も
擁
護
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
（
ヨ
ア
ヒ
ム＝

モ
ー

リ
ッ
ツ

1999:
194

195

）。
津
田
幸
男
も
「
共
通
語
を
使
う
一
言
語
型
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
権
」
を
圧
迫
す
る
こ
と
に
な
る

と
言
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
（
津
田

2003:
190

191

）。

（
８
）
キ
ム
リ
ッ
カ
に
好
意
的
な
政
治
理
論
家
（
施

2010:
315

317;

施

2015:103
107

）
も
キ
ム
リ
ッ
カ
に
批
判
的
な
政
治
理
論
家
（
古
賀

2014:190
193

）

も
、『
土
着
語
の
政
治
』
を
解
釈
す
る
際
、
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
い
し
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
引
き
つ
け
す
ぎ
て
い
る
。

（
９
）
こ
の
文
章
は
、K

y
m
lick

a 2002:
314 ＝

2005:
456

に
も
存
在
す
る
。

（
10
）
こ
の
論
点
は
、
岡
﨑
が
ブ
ロ
グ
記
事
（
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
一
日
）
で
提
起
し
て
い
る
（h

ttp
: //a

k
tiv
.sb
lo
.jp
/a
rticle /166158520.h

tm
l

）。

（
11
）
こ
の
特
集
は
『
言
語
的
正
義
｜
｜
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
と
そ
の
批
判
者
た
ち
』
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
（D

e S
ch
u
tter a

n
d R

o
b
ich
a
u
d ed

s.2016

）。

（
12
）
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
は
、
正
義
論
で
使
用
さ
れ
る
「
マ
キ
シ
ミ
ン
」（m

a
x
im
in

）
と
区
別
す
る
た
め
に
「
マ
キ
シ
・
ミ
ン
」（m

a
x
i-m

in

）
と
表
記
し

て
い
る
。「
マ
キ
シ
ミ
ン
」（m

a
x
im
in

）
と
は
反
対
に
、「
マ
キ
シ
・
ミ
ン
」
言
語
は
、
優
位
に
立
つ
集
団
の
言
語
に
な
り
や
す
い
。
ま
た
、
言
語
選
択
が

最
も
う
ま
く
い
く
の
は
、
聴
衆
の
語
学
力
に
つ
い
て
確
実
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
場
合
で
あ
る
（V

a
n P

a
rijs 2011:

212,
n
.
10

）。

（
13
）
ヴ
ァ
ン
・
パ
レ
イ
ス
の
概
念
は
、
必
ず
し
も
安
定
し
て
い
な
い
。
序
論
で
は
「
除
去
な
い
し
最
小
化
す
る
」（rem

o
v
e o
r m

in
im
ize

）
と
し
て
い
る
が

（V
a
n P

a
rijs 2011:

4

）、
第
二
章
冒
頭
で
は
「
除
去
な
い
し
軽
減
」（rem

o
v
in
g o

r a
llev

ia
tin
g

）
と
し
て
い
る
（V

a
n P

a
rijs 2011:

50

）。
結
論
で

は
「
縮
小
す
る
」（sh
rin
k

）、「
縮
小
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
逆
転
し
さ
え
す
る
」（sh

irin
k
,
in
d
eed ev

en b
e rev

ersed

）
に
変
化
し
て
い
る
（V

a
n P

a
rijs

 
2011:

208

）。

（
14
）
ア
ン
ナ
・
ス
テ
ィ
ル
ツ
は
「
言
語
的
領
土
性
」
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
言
語
権
を
保
障
で
き
な
い
と
批
判
し
、
複
数
公
用
語
主
義
（o

fficia
l m

u
ltilin

-

g
u
a
lism

）
を
提
唱
し
て
い
る
（S

tilz 2016:
98

103,
cf.

V
a
n P

a
rijs 2016:

148
149

）。

（
15
）
ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ミ
ス
の
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
英
会
話
」
論
（
ラ
ミ
ス

1976

）
や
小
田
実
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ト
」
論
（
小
田

1974;

小
田

1989

）

は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
英
語
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
示
唆
に
富
む
。
な
お
、「
イ
ン
グ
ラ
ン
ト
」は
、
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
を
組

み
合
わ
せ
た
小
田
の
造
語
で
あ
る
。
小
田
に
よ
れ
ば
、「
べ
つ
に
「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」
化
し
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。「
エ
ス
ペ
ラ

ン
ト
」
の
よ
う
に
普
遍
的
に
国
際
語
と
し
て
機
能
す
る
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
意
味
で
の
こ
と
だ
」（
小
田

1989:
84

）。
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（
16
）
た
し
か
に
、
距
離
が
近
い
ほ
ど
学
習
が
容
易
で
あ
り
、
遠
い
ほ
ど
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
距
離
が
近
い
ゆ
え
に
困
難
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と

え
ば
、
距
離
が
遠
け
れ
ば
綴
り
の
間
違
い
は
生
じ
に
く
い
が
、
距
離
が
近
い
場
合
、
か
え
っ
て
間
違
い
が
生
じ
や
す
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば「
教

授
」
を
意
味
す
るp

ro
feso

ro

の
綴
り
は
、p

ro
fesso

r

（
英
）、p

ro
fesseu

r

（
仏
）、P
ro
fesso

r

（
独
）、p

ro
fesso

re

（
伊
）
と
似
て
い
る
が
ゆ
え
に
間

違
い
や
す
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
点
が
距
離
の
相
違
を
ど
れ
く
ら
い
「
相
殺
」
す
る
か
は
経
験
的
研
究
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
考
慮
す
べ
き
点

で
あ
ろ
う
。

（
17
）
梅
棹
忠
夫
は
、
一
九
五
〇
年
に
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
の
ど
ち
ら
側
に
も
通
用
す
る
」
と

論
じ
て
い
た
（
梅
棹

1994:
6

）。

（
18
）
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ゼ
ル
テ
ン
は
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
の
学
習
が
他
の
外
国
語
の
学
習
を
容
易
に
す
る
と
い
う
「
経
済
的
合
理
性
」
を
論
拠
に
し
て
、
エ
ス

ペ
ラ
ン
ト
語
が
「
最
終
勝
利
」
す
る
で
あ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
（S

elten 1998:175
176

）。
し
か
し
、
英
語
だ
け
を
学
ぶ
ほ
う
が
経
済
的
に
合
理
的
な
の

で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
に
耐
え
う
る
よ
う
に
は
み
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
々
は
こ
の
「
ゲ
ー
ム
理
論
」
に
与
し
な
い
。

（
19
）
多
く
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
英
語
を
母
語
と
す
る
人
々
の
な
か
に
も
英
語
支
配
を
批
判
的
に
捉
え
る
人
々
が
い
る
こ
と
に
も
注
意
を
喚
起
し
て
お
き

た
い
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
カ
ー
テ
ィ
ス
は
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
（L

a R
ev
u
o O

rien
ta

）』
に
寄
せ
た
エ
ッ
セ
イ
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
あ
な
た
の
生
徒
に
次
の
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
言
語
の
正
義
を
信
じ
、
生
ま
れ
な
が
ら
英
語
が
話
せ
る
た
め
に
外
国
人
よ
り
も
有
利
で
あ
る

こ
と
を
好
ま
な
い
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
少
な
く
と
も
一
人
は
い
る
こ
と
を
」（
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会

2014:
3

）。

（
20
）
奈
蔵
正
之
は
、
英
語
を
相
対
化
す
る
た
め
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
「
イ
ー
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
を
提
案
し
て
い
る
（
奈
蔵

2002:
68

69

）。
興
味
深

い
提
案
で
は
あ
る
が
、
同
意
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
仮
に
「
イ
ー
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
が
普
及
す
れ
ば
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
々
だ
け
で
な
く

日
本
語
を
母
語
と
す
る
人
々
に
も
、
そ
の
使
用
が
求
め
ら
れ
る
機
会
が
増
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
な
れ
ば
、「
イ
ー
ジ
ー
・
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
へ
の
不
満
が
高

ま
る
で
あ
ろ
う
。

（
21
）
た
だ
し
鎌
田
は
、「
英
語
か
ら
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
へ
」
転
換
す
る
に
し
て
も
、「
英
語
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
」
や
「
英
語
と
中
国
語
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
」

と
い
っ
た
過
渡
的
時
代
が
比
較
的
長
く
続
く
で
あ
ろ
う
と
の
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
過
渡
的
時
代
に
お
い
て
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
は
、

英
語
（
や
中
国
語
な
ど
）
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
相
対
化
す
る
の
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る
。

（
22
）h
ttp
s: //secu

re.a
v
a
a
z.o
rg
/jp
/p
etitio

n
/E
sp
era

n
to
 
la
n
g
u
e o

fficielle d
e lU

E
/

を
参
照
。
す
で
に
一
万
人
以
上
が
署
名
を
し
て
い
る（
最
終

閲
覧：

二
〇
一
六
年
一
月
二
三
日
）。

（
23
）
水
野
義
明
は
、ro

m
a
n
a
-g
erm

a
n
a

を
「
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
な
ど
ロ
マ
ン
ス
・
ゲ
ル
マ
ン
系
の
言
語
」
と
翻
訳
し
て
い
る
が
（
ザ
メ
ン
ホ
フ

1997:

164

）、
誤
解
を
招
く
翻
訳
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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（
24
）
こ
の
例
は
、
寺
島
俊
穂
・
関
西
大
学
教
授
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
九
日
付
電
子
メ
ー
ル
）。

（
25
）
寺
島
俊
穂
・
関
西
大
学
教
授
の
コ
メ
ン
ト
（
二
〇
一
五
年
一
一
月
一
九
日
付
電
子
メ
ー
ル
）
を
検
討
し
、
英
語
的
な
語
根
を
採
用
す
る
に
し
て
も
慎
重
に

採
用
す
べ
き
だ
と
の
結
論
に
達
し
た
。

引
用
文
献

⑴

日
本
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文
献

内
田
智

2014

「
熟
議
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
、
国
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的
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そ
の
制
度
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の
課
題
と
可
能
性
｜
｜
欧
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に
お
け
る
討
論
型
世
論
調
査
の
試
み
を
一
例
と
し
て
」、
日
本

政
治
学
会
編
『
年
報
政
治
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Ⅱ

危
機
と
政
治
変
動
』、
二
〇
八
｜
二
二
九
頁
。

梅
棹
忠
夫

1994

『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
体
験
』
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
図
書
刊
行
会
。

小
田
実

1974

英
語
、
そ
し
て
、
こ
と
ば
に
つ
い
て
」、
小
田
実
『
状
況
か
ら
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
三
七
｜
二
六
九
頁
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小
田
実
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『
小
田
実
の
英
語
五
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歩
一
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〇
歩
』
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合
文
化
教
育
研
究
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（
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合
ブ
ッ
ク
レ
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ト
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か
ど
や
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で
の
り

2005

言
語
権
の
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と
つ
の
帰
結
と
し
て
の
計
画
言
語
」、『
社
会
言
語
学
』
Ⅴ
、
三
五
｜
五
一
頁
。

金
箱
秀
俊

2014
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ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
状
況
と
そ
の
課
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｜
日
本
の
言
語
問
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に
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す
る
も
の
」、『
レ
フ
ァ
レ
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ス
』
第
七
五
六
号
、
七
｜
三
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頁
。

木
下
徹
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母
語
が
違
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と
英
語
の
情
報
処
理
時
の
負
荷
が
異
な
る
か
」、『
英
語
教
育
』
第
五
六
巻
第
一
一
号
、
二
六
｜
二
八
頁
。

木
村
護
郎
ク
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ス
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フ

2013

書
評

「
英
語
の
メ
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ホ
ン
を
と
れ
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｜
世
界
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英
語
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公
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め
」、『
社
会
言
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学
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、
一
八
七
｜
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三
頁
。
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2014
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｜
｜
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史
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行
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介
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｜
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書
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シ
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｜
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争
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政
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書
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新
書
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孝
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『
日
本
人
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ぜ
英
語
が
で
き
な
い
か
』
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）。

施
光
恒
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ボ
ー
ダ
ー
レ
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世
界
を
疑
う
｜
｜「
国
作
り
」
と
い
う
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点
の
再
評
価
」、
中
野
剛
志
編
『
成
長
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き
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代
の
「
国
家
」
を
構
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す
る
｜
｜
経
済
政
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の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
』
所
収
、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
三
〇
九
｜
三
二
七
頁
。

施
光
恒

2015

『
英
語
化
は
愚
民
化
｜
｜
日
本
の
国
力
が
地
に
落
ち
る
』
集
英
社
（
集
英
社
新
書
）。

田
中
克
彦

1993

『
国
家
語
を
こ
え
て
｜
｜
国
際
化
の
な
か
の
日
本
語
』
筑
摩
書
房
（
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）。

田
中
克
彦

2004

一
〇
〇
〇
号
記
念
誌
に
寄
せ
て
」、『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
（L

a
 
R
ev
u
o
 
O
rien

ta
）』
第
七
二
巻
第
六
号
（
特
集
「L

a
 
R
evu

o
 
O
rien

ta
 
n
-ro
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1000
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七
頁
。

田
中
克
彦

2007
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エ
ス
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ラ
ン
ト
｜
｜
異
端
の
言
語
』
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）。

タ
ニ
ヒ
ロ
ユ
キ

2003

『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
｜
｜
民
際
語
と
は
何
か
』
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
図
書
刊
行
会
（
モ
バ
ー
ド
新
書
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津
田
幸
男
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『
英
語
支
配
の
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造
｜
｜
日
本
人
と
異
文
化
コ
ミ
ュ
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ケ
ー
シ
ョ
ン
』
第
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書
館
。

津
田
幸
男
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『
英
語
支
配
と
は
何
か
｜
｜
私
の
国
際
言
語
政
策
論
』
明
石
書
店
。

津
田
幸
男

2006
『
英
語
支
配
と
こ
と
ば
の
平
等
｜
｜
英
語
が
世
界
標
準
語
で
い
い
の
か

』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
。

寺
島
俊
穂

2011
『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
平
和
の
条
件
｜
｜
相
互
理
解
と
言
語
民
主
主
義
』
日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
図
書
刊
行
会
。

寺
島
俊
穂

2013

『
現
代
政
治
と
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
』
晃
洋
書
房
。

寺
島
俊
穂

2015

国
際
語
」、
押
村
高
編
『
政
治
概
念
の
歴
史
的
展
開

第
七
巻
』
所
収
、
晃
洋
書
房
、
二
二
三
｜
二
四
四
頁
。

鳥
飼
玖
美
子

2011

『
国
際
共
通
語
と
し
て
の
英
語
』
講
談
社
（
講
談
社
現
代
新
書
）。

永
井
忠
孝

2015

『
英
語
の
害
毒
』
新
潮
社
（
新
潮
新
書
）。

奈
蔵
正
之

2002

国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
語
⑵
｜
｜「
国
際
言
語
民
主
主
義
」
は
可
能
か
」、『
弘
前
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
会
年
報
』
第
二

号
、
四
四
｜
八
九
頁
。

日
本
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
協
会

2014

『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
（L

a R
ev
u
o O

rien
ta

）』
第
八
二
巻
第
六
号
（
特
集
「
英
語
と
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
」）。

船
橋
洋
一

2000

『
あ
え
て
英
語
公
用
語
論
』
文
藝
春
秋
（
文
春
新
書
）。

ま
し
こ
・
ひ
で
の
り

2003

公
教
育
に
お
け
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
履
修
と
言
語
権
」、『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
研
究
』
第
二
号
、
七
｜
二
五
頁
。

山
本
真
弓
編
著
／
臼
井
裕
之
・
木
村
護
郎
ク
リ
ス
ト
フ
著

2004
『
言
語
的
近
代
を
超
え
て
｜
｜

多
言
語
状
況

を
生
き
る
た
め
に
』
明
石
書
店
。

ヨ
ア
ヒ
ム＝

モ
ー
リ
ッ
ツ
、
ウ
ヴ
ェ

1999

「
言
語
権
」
と
は
｜
｜
プ
ラ
ハ
宣
言
第
五
条
解
題
」
北
川
久
訳
、
言
語
権
研
究
会
編
『
こ
と
ば
へ
の
権
利
｜
｜
言
語

権
と
は
な
に
か
』
所
収
、
三
元
社
、
一
九
四
｜
一
九
八
頁
。

ラ
ミ
ス
、
ダ
グ
ラ
ス

1976

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
英
会
話
」、
ダ
グ
ラ
ス
・
ラ
ミ
ス
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
英
会
話
』
所
収
、
斎
藤
靖
子
ほ
か
訳
、
晶

文
社
、
一
七
｜
三
七
頁
。

リ
ン
ス
、
ウ
ル
リ
ッ
ヒ

1975

『
危
険
な
言
語
｜
｜
迫
害
の
な
か
の
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
』
栗
栖
継
訳
、
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）。

ザ
メ
ン
ホ
フ
、
Ｌ
・
Ｌ
・

1997

『
国
際
共
通
語
の
思
想
｜
｜
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
創
始
者
ザ
メ
ン
ホ
フ
論
説
集
』
水
野
義
明
編
・
訳
、
新
泉
社
。
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⑵

そ
れ
以
外
の
言
語
に
よ
る
文
献

A
m
m
o
n
,
U
lrich 2012

“L
a
n
g
u
a
g
e P

o
licy in th

e E
u
ro
p
ea
n U

n
io
n
E
U

）,”
in C

am
brid

ge H
an
d
book of L

an
gu
age P

olicy
,
ed
.
b
y B

ern
a
rd

 
S
p
o
lsk
y
,
C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress,
p
p
.
570

591.

A
rch

ib
u
g
i,
D
a
n
iele 2005

“T
h
e L

a
n
g
u
a
g
e o
f D

em
o
cra

cy
:
V
ern

a
cu
la
r o
r E

sp
era

n
to
?
A
 
C
o
m
p
a
riso

n b
etw

een th
e M

u
lticu

ltu
ra
list a

n
d

 
C
o
sm
o
p
o
lita

n P
ersp

ectiv
es,

P
olitical S

tu
d
ies
,
V
o
l.
53,

N
o
.
3,
p
p
.
537

555.

B
o
n
o
tti,

M
a
tteo 2013

“P
o
litics w

ith
o
u
t th

e V
ern

a
cu
la
r:
L
ib
era

l C
u
ltu
ra
lism

 
a
n
d th

e L
a
n
g
u
a
g
e P

o
licy o

f th
e E

u
ro
p
ea
n U

n
io
n
,”

P
olitics

,
V
o
l.
33,

N
o
.
3,
p
p
.
196

206.

B
u
rk
e,
P
eter 2004 L

an
gu
ages an

d
 
C
om
m
u
n
ities in

 
E
arly

 
M
od
ern

 
E
u
rope

,
C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress.

〔
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ク
『
近
世

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
と
社
会
｜
｜
印
刷
の
発
明
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で
』
原
聖
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年
。〕

C
ry
sta
l,
D
a
v
id 2003 E

n
glish as a G

lobal L
an
gu
age

,
S
eco

n
d E

d
itio

n
,
C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress.

D
e S

ch
u
tter,

H
eld
er a

n
d D

a
v
id R

o
b
ich
a
u
d
,
ed
s.
2016 L

in
gu
istic Ju

stice:
V
an
 
P
arijs an

d
 
h
is C

ritics
,
R
o
u
tled

g
e.

D
e S

ch
u
tter,

H
eld
er a

n
d D

a
v
id R

o
b
ich
a
u
d 2016

“V
a
n P

a
rijsia

n L
ig
u
istic Ju

stice

｜C
o
n
tex

t,
A
n
a
ly
sis a

n
d C

ritiq
u
es,”

in L
in
gu
istic

 
Ju
stice:

V
an
 
P
arijs an

d
 
h
is C

ritics
,
ed
s.
b
y H

eld
er D

e S
ch
u
tter a

n
d D

a
v
id R

o
b
ich
a
u
d
,
R
o
u
tled

g
e,
p
p
.
1
26.

Iv
es,

P
eter 2015

“G
lo
b
a
l E
n
g
lish a

n
d th

e L
im
its o

f L
ib
era

lism
:
C
o
n
fro
n
tin
g G

lo
b
a
l C
a
p
ita
lism

 
a
n
d C

h
a
llen

g
es to th

e N
a
tio
n
-S
a
te,”

in L
an
gu
age P

olicy an
d
 
P
olitical E

con
om
y:
E
n
glish in a G

lobal C
on
text,

ed
.
b
y T

h
o
m
a
s R

icen
to
,
O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress,
p
p
.
48

71.

K
o
n
ig
,
T
h
o
m
a
s 2001,

“T
h
e H

eg
em
o
n
y o

f M
u
lticu

ltu
ra
lism

:
A
 
C
o
m
m
en
t o
n W

ill K
y
m
lick

a
’s T

h
eo
ry o

f N
a
tio
n
a
lism

,”
P
oliticka

 
M
isao

,
V
o
l.
38,

N
o
.
5,
p
p
.
48

61.

K
o
rzh

en
k
o
v
,
A
lek

sa
n
d
er 2010 Z

am
en
h
of:

T
h
e L

ife,
W
orks an

d
 
Id
eas of th

e A
u
th
or of E

speran
to,

tra
n
s.
b
y Ia

n M
.
R
ich
m
o
n
d a

n
d

 
ed
.
b
y H

u
m
p
h
rey T

o
n
k
in
,
M
o
n
d
ia
l.

K
o
u
tn
y
,
Ilo
n
a 2015

“C
a
n C

o
m
p
lex

ity b
e P

la
n
n
ed
?”
In
terd

isciplin
ary D

escription
 
of C

om
plex S

ystem
s,
V
o
l.
13,

Issu
e 2,

p
p
.
236

249.

K
y
m
lick

a
,
W
ill 2001 P

olitics in th
e V

ern
acu

lar:
N
ation

alism
,
M
u
lticu

ltu
ralism

,
an
d C

itizen
sh
ip
,
O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress.

〔
ウ
ィ
ル
・

キ
ム
リ
ッ
カ
『
土
着
語
の
政
治
｜
｜
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
・
多
文
化
主
義
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
』
岡
﨑
晴
輝
╱
施
光
恒
╱
竹
島
博
之
監
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
、

二
〇
一
二
年
。〕

K
y
m
lick

a
,
W
ill 2002 C

on
tem

porary P
olitical P

h
ilosoph

y,
2n
d ed

itio
n
,
O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress.

〔
Ｗ
・
キ
ム
リ
ッ
カ
『
新
版

現
代
政
治
理
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論
』
日
本
経
済
評
論
社
、
千
葉
眞
╱
岡
﨑
晴
輝
訳
者
代
表
、
二
〇
〇
五
年
。〕

O
stler,

N
ich
o
la
s 2010 T

h
e L
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